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漢
代
「
天
下
の
母
」
考

石
井　

和
志

は
じ
め
に

漢
興
り
て
、
秦
の
稱
號
に
因
り
、
帝
母
は
皇
太
后
と
稱
し
、
祖
母
は
太
皇
太
后
と
稱
し
、
適
は
皇
后
と
稱
し
、
妾
は
皆 

夫
人
と
稱

す①

。

『
漢
書
』
外
戚
伝
序

こ
の
一
文
か
ら
は
、
あ
た
か
も
漢
初
か
ら
一
貫
し
た
称
号
秩
序
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
皇
后
〜
太
皇
太

后
の
称
号
が
固
ま
っ
た
の
は
実
は
文
帝
〜
景
帝
期
と
み
ら
れ
て
お
り②

、
な
お
も
火
種
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
は
哀
帝
期
の
尊
号
問
題
で
明

ら
か
に
な
る③

。
と
り
わ
け
前
漢
の
皇
后
・
皇
太
后
は
形
成
期
の
只
中
に
あ
り
、
変
化
が
生
じ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

漢
代
の
皇
后
権
威
に
関
す
る
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
谷
口
一
九
七
八
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
皇
后
が
嫡
妻
と
し
て
宗

廟
に
つ
か
え
、
か
つ
「
天
下
に
母
た
る
」
存
在
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
た
「
皇
后
権
」
に
よ
り
、
皇
太
子
不
在
時
の
帝
位
継
承
に
関

わ
っ
た
と
し
て
い
る
。

谷
口
一
九
七
八
は
漢
代
を
通
じ
て
一
貫
し
た
「
皇
后
権
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
先
述
し
た
よ
う
な
漢
代
の
な
か
の
変
化
を

論
じ
る
論
考
も
出
て
い
る
。
保
科
二
〇
〇
二
は
、
前
漢
後
半
期
か
ら
後
漢
初
に
か
け
て
帝
后
一
体
の
観
念
が
形
成
さ
れ
た
が
、
和
帝
期
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以
後
に
は
後
退
し
た
と
し
て
い
る
。
安
永
二
〇
一
五
は
皇
帝
生
母
を
尊
ぶ
こ
と
が
「
漢
家
の
制
」
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
皇
后
が
皇
太

后
と
な
る
と
い
う
認
識
は
、
王
莽
期
か
ら
後
漢
に
か
け
て
確
立
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
薄
井
一
九
九
八
は
成
帝
期
の
言
説
か
ら
后
妃
に
求
め
ら
れ
た
資
質
の
変
化
を
見
出
し
て
い
る④

。

こ
う
し
た
変
化
・
画
期
が
前
漢
後
期
〜
後
漢
初
に
多
く
見
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
儒
学
の
影
響
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
す
で
に
、
こ

の
時
期
に
儒
学
（
儒
教
）
が
「
国
教
化
」
さ
れ
た
と
す
る
議
論
は
様
々
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る⑤

。

そ
う
し
た
時
期
の
皇
后
・
皇
太
后
に
つ
い
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
の
が
、
谷
口
が
取
り
上
げ
た
「
母
天
下
」
で
あ
る
。「
母
天
下
」
や

「
天
下
母
」・「
天
下
之
母
」
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
よ
り
見
え
始
め
、
時
代
が
下
る
と
「
母
臨
天
下
」・「
母
儀
天
下
」
と
い
う
語
も
出
て
く

る
。
こ
れ
ら
の
語
を
本
稿
で
は
「
天
下
の
母
」
と
総
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
「
天
下
の
母
」
は
後
漢
の
立
后
の
詔
で
の
常
套
句
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
皇
后
の
一
側
面
を
示
す
語
と
し
て
注

目
に
値
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
後
も
清
代
に
至
る
ま
で
用
い
ら
れ
て
お
り⑥

、
中
華
王
朝
の
皇
后
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
語
で
あ

る
。漢

代
の
「
天
下
の
母
」
に
つ
い
て
僅
か
な
が
ら
言
及
し
て
い
る
、
朱
一
九
九
七
・
劉
二
〇
一
二
・
葉
二
〇
一
九
で
は
、「
天
下
の
母
」

は
「
天
下
の
父
」
＝
皇
帝
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
見
自
然
な
解
釈
で
あ
り
、『
禮
記
』
昏
義
の
天
子
―
父
と
后
―
母
を

対
置
す
る
観
念⑦

と
通
じ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
、『
尚
書
』
な
ど
の
儒
家
経
典
で
天
子
は
「
民
の
父
母
」
と
父
母
を
兼
ね
備
え
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り⑧

、
実
際
に
度
々
そ
の
観

念
は
持
ち
出
さ
れ
て
い
る⑨

。
ま
た
、「
天
下
の
父
」
の
用
例
は
「
天
下
の
母
」
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
く⑩

、
対
称
的
な
意
味
付
け
が
な
さ

れ
た
と
は
考
え
難
い
。「
母
」
と
対
に
な
る
要
素
と
し
て
は
「
父
」
の
ほ
か
に
「
子
」
が
想
定
で
き
る
。「
天
下
の
母
」
に
投
影
さ
れ
て

い
る
の
は
「
父
」
と
「
母
」
と
い
う
横
の
関
係
で
は
な
く
、「
子
」
に
対
す
る
「
母
」
の
よ
う
な
縦
の
関
係
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
慮
す
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べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
森
二
〇
一
五
は
〈
母
〉
の
規
範
像
の
通
時
代
的
な
論
述
を
行
う
な
か
で
「
天
下
の
母
」
に
触
れ
て
お
り
、
劉
向
『
列
女
傳
』

で
は
多
様
な
像
を
は
ら
ん
で
い
た
「
母
儀
」
が
、「
天
下
の
母
」
の
よ
う
な
「
国
母
」
の
意
味
に
収
斂
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
自
ら
「
粗
い
ス
ケ
ッ
チ
」（
七
七
頁
）
と
し
て
い
る
通
り
、
細
や
か
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

森
の
所
説
は
「
母
」
の
変
遷
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
観
点
か
ら
皇
后
の
変
化
に
つ
い
て
も
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、仮
に
「
天
下
の
母
」
が
「
国
母
」
に
近
い
意
味
合
い
だ
と
す
る
と
、「
私
」
的
な
皇
帝
の
妻
を
超
え
、「
公
」

的
に
王
朝
内
で
の
役
割
を
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
皇
后
が
そ
の
「
天
下
の
母
」
な
る
語
で
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ

う
し
た
皇
后
像
へ
の
転
換
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
行
研
究
で
検
討
さ
れ
て
き
た
、
皇
帝
に
対
す
る

皇
后
、
生
母
に
対
す
る
皇
后
（
嫡
母
）
と
異
な
る
、
天
下
に
対
す
る
皇
后
と
い
う
側
面
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、「
天
下
の
母
」
は
趙
皇
后
の
立
后
に
関
す
る
議
論
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
皇
后
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
し

て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
儒
学
の
浸
透
を
背
景
に
、
皇
后
が
後
宮
の
教
化
を
通
し
て
宗
廟
の
安
定
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
天
下
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
形
成
さ
れ
た
「
天
下
の
母
」
概
念

は
こ
れ
以
降
の
皇
后
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
、
成
帝
期
に
浮
上
す
る
「
天
下
の
母
」
は
皇

后
の
史
的
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

一
章
で
は
、「
天
下
の
母
」
と
い
う
語
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
「
母
」
が
母
子
関
係
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。
二
章
で
は
、
劉
向
『
列
女
傳
』
や
立
后
を
め
ぐ
る
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
成
帝
期
に
「
天
下
の
母
」
が
用
い
ら
れ
始

め
た
背
景
を
探
っ
て
い
く
。
三
章
で
は
、「
天
下
の
母
」
が
定
着
し
た
平
帝
期
〜
後
漢
の
用
例
を
確
認
す
る
。
以
上
の
考
察
を
通
し
て
、

先
述
の
私
見
を
論
証
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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第
一
章　
「
母
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

「
天
下
の
母
」
が
皇
后
・
皇
太
后
を
指
し
て
用
い
た
事
例
は
、
前
漢
末
よ
り
見
え
始
め
る⑪

。
表
１
は
、
漢
代
に
お
け
る
「
天
下
の
母
」

の
用
例
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
こ
の
う
ち
の
記
事
を
取
り
上
げ
る
際
は
、
こ
の
表
の
番
号
を
併
記
す
る
。
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表
1　

漢
代
の
「
天
下
の
母
」
用
例
一
覧

元
号

西
暦

発
言
者

対
象

称
号

称
謂

出
典

［
1］

永
始
元

?
前

16?
王
仁

孝
成
趙
皇
后

（
君
主
の
嫡
妻
）

天
下
之
母

『
漢
紀
』
巻

26
孝
成
皇
帝
紀

3
［
2］

永
始
元

前
16

劉
輔

孝
成
趙
皇
后

皇
后

母
天
下

『
漢
書
』
巻

77
劉
輔
伝

［
3］

元
壽

2
前

1
元
后

孝
成
趙
皇
后

皇
太
后

天
下
母

『
漢
書
』
巻

97
外
戚
伝
下

［
4］

五
鳳

2
～
五
鳳

4
前

56
～
前

54
南
宮
大
有

元
后

皇
太
后

天
下
母

『
論
衡
』
巻

3
骨
相

［
5］

班
彪

元
后

皇
后
～
太
皇
太
后

天
下
母

『
漢
書
』
巻

98
元
后
伝

［
6］

元
始

3
3

公
卿
大
夫

孝
平
王
皇
后

皇
后

天
下
母

『
漢
書
』
巻

99
王
莽
伝
上

［
7］

始
建
國

2
10

王
莽

孝
平
王
皇
后

黄
皇
室
主

天
下
母

『
漢
書
』
巻

99
王
莽
伝
中

［
8］

建
武

2
26

光
武
帝

光
烈
陰
皇
后

皇
后

母
天
下

『
東
觀
漢
記
』
光
烈
陰
皇
后
伝

［
9］

建
武

17
41

光
武
帝

光
烈
陰
皇
后

皇
后

天
下
母

『
後
漢
書
』
本
紀

10
皇
后
紀
上

［
10］

建
初
元

76
明
德
馬
皇
后

明
德
馬
皇
后

皇
太
后

天
下
母

『
後
漢
書
』
本
紀

10
皇
后
紀
上

［
11］

永
元

14
102

和
帝

和
熹
鄧
皇
后

皇
后

母
天
下

『
後
漢
書
』
本
紀

10
皇
后
紀
上

［
12］

永
寧

2
121

和
熹
鄧
皇
后

和
熹
鄧
皇
后

太
皇
太
后

母
天
下

『
後
漢
書
』
本
紀

10
皇
后
紀
上

［
13］

永
憙
元

145
順
烈
梁
皇
后

順
烈
梁
皇
后

太
皇
太
后

母
天
下

『
後
漢
書
』
本
紀

6
孝
質
帝
紀

［
14］

延
熹

2
159

李
雲

桓
帝
鄧
皇
后

皇
后

天
下
母

『
後
漢
書
』
列
伝

47
李
雲
伝

［
15］

建
寧

4
171

霊
帝

霊
帝
宋
皇
后

皇
后

母
臨
天
下

『
漢
官
典
儀
』
立
宋
皇
后
儀

［
16］

熹
平
元

172
陳
球

桓
思
竇
皇
后

皇
太
后

母
臨
天
下

『
後
漢
書
』
列
伝

46
陳
球
伝

［
17］

興
平

2
～
建
安

5
195

～
200

三
公
八
座

献
帝
伏
皇
后

皇
后

天
下
之
母

『
通
典
』
巻

67
礼

27
皇
后
敬
父
母
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表
1
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、「
天
下
の
母
」
系
の
称
謂
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
手
始
め
に
、
本
稿
で
扱
う
も
の
に
つ

い
て
整
理
し
て
お
く
。

①
「  
天
下
母
」
前
漢
末
よ
り
見
え
、﹇
4
﹈
元
后
へ
の
予
言
を
除
け
ば
、﹇
3
﹈
元
寿
二
年
（
前
一
年
）
の
趙
太
后
の
皇
后
降
格
が
最
も
早

い
事
例
と
な
る
。

②
「  

天
下
之
母
」
こ
れ
も
前
漢
末
よ
り
見
ら
れ
、﹇
1
﹈
趙
皇
后
立
后
を
諫
め
る
諫
大
夫
王
仁
の
上
疏
が
初
出
で
あ
る
。
こ
れ
は
永
始
元

年
（
前
一
六
年
）
の
記
事
で
あ
る
た
め
、「
天
下
母
」
よ
り
早
く
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
訓
読
す
れ
ば
「
天
下
母
」
と
同
じ
く

「
天
下
の
母
」
と
な
る
が
、
意
味
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
時
代
が
下
る
事
例
で
は
あ
る
が
、『
舊
唐
書
』
が
「
天
下
之
母
」

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、『
新
唐
書
』
は
同
じ
場
面
の
記
事
で
「
天
下
母
」
と
書
き
換
え
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
み
て
よ
い
だ

ろ
う⑫

。

③
「  

母
天
下
」「
母
」
を
「
天
下
」
の
前
に
置
い
て
用
い
て
い
る
事
例
も
前
漢
末
よ
り
見
え
る
。「
天
下
之
母
」
と
同
じ
く
初
出
は
﹇
2
﹈

永
始
元
年
（
前
一
六
年
）
の
趙
皇
后
立
后
時
で
あ
る
。

④
「  

母
臨
天
下
」
後
漢
の
後
期
、﹇
15
﹈
建
寧
四
年
（
一
七
一
年
）
の
霊
帝
の
宋
皇
后
立
后
時
の
詔
に
見
ら
れ
る
。
漢
代
の
用
例
は
二
例
の

み
で
あ
る
が
、後
代
で
も
宋
代
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
る⑬

。「
母
」
の
な
い
「
臨
天
下
」
は
古
く
よ
り
天
子
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
お

り⑭

、
漢
の
皇
帝
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る⑮

。
皇
后
が
天
子
と
並
び
、
母
と
し
て
天
下
に
君
臨
す
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

⑤
「  

母
儀
天
下
」
東
晋
に
出
て
く
る
が
、「
母
儀
」
と
の
関
連
を
検
討
す
る
た
め
に
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
。
晋
の
明
帝
が
明
穆
庾
皇
后
を

立
て
た
冊
書
が
初
出
で
あ
る
。「
母
儀
天
下
」
は
清
の
遅
い
時
期
ま
で
見
ら
れ
る⑯

。

で
は
、
こ
れ
ら
「
天
下
の
母
」
は
具
体
的
に
誰
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
漢
代
に
お
い
て
は
皇
后
・

皇
太
后
・
太
皇
太
后
の
い
ず
れ
を
指
す
用
例
も
見
ら
れ
、﹇
5
﹈
の
元
后
の
よ
う
に
皇
后
〜
太
皇
太
后
の
す
べ
て
の
時
期
を
指
す
と
み
ら
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れ
る
例
も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
「
天
下
の
母
」
を
三
后
の
総
称
と
確
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
十
七
例
中
八
例
を
皇
后

の
例
が
占
め
る
一
方
で
、
皇
太
后
の
み
を
指
す
と
思
わ
れ
る
事
例
も
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。

﹇
3
﹈
の
趙
太
后
降
格
の
詔
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
哀
帝
崩
後
、元
后
と
王
莽
が
帝
嗣
決
定
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
情
勢
下
の
詔

で
あ
る
。

﹇
3
﹈  

哀
帝
崩
じ
、
王
莽 
太
后
に
白
し
て
有
司
に
詔
し
て
曰
く
「
前
に
皇
太
后
、
昭
儀
と
俱
に
帷
幄
に
侍
り
、
姊
弟
寵
を
專
ら
に
し
寢

に
錮
し
、
賊
亂
の
謀
を
執
り
、
繼
嗣
を
殘
滅
し
以
て
宗
廟
を
危
う
く
す
。
天
に

た
が

い
祖
を
犯
し
、
天
下
の
母
た
る
の
義
無
し
。
皇

太
后
を
貶
し
て
孝
成
皇
后
と
爲
し
、
徙
し
て
北
宮
に
居
ら
し
め
よ
」
と
。

〈
晉
灼
曰
く
「
哀
帝
を
し
て
母
た
ら
し
め
ず
、
之
を
罪
す
な
り
」
と⑰

。〉

『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
下 

孝
成
趙
皇
后

「
殘
滅
繼
嗣
」
は
妹
の
趙
昭
儀
が
成
帝
の
皇
子
を
殺
害
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
皇
太
后
か
ら
皇
后
へ
の
降
格
と
い

う
、
お
そ
ら
く
空
前
絶
後
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
名
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
天
下
の
母
た
る
の
義
」
が
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、「
天
下
の
母
」
と
し
て
適
格
で
な
け
れ
ば
、
皇
太
后
と
し
て
の
資
格
は
な
い
が
、
皇
后
で
は
あ
っ
て
も

よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
﹇
4
﹈
元
后
へ
の
予
言
も
み
て
み
よ
う
。
元
帝
の
宮
に
入
る
ま
で
の
話
で
あ
る
。

﹇
４
﹈  

夫
れ
二 

相
い
鈞
し
か
ら
ず
し
て
相
遇
せ
ば
、
則
ち
立
ち
ど
こ
ろ
に
死
す
有
り
。
若
し
未
だ
相
い
適
わ
ざ
れ
ば
、
豫
め
亡
の
禍
有

る
な
り
。
①
王
莽
の
姑
〔
王
〕
正
君
許
嫁
し
、
期
至
り
て
當
に
行
か
ん
と
す
る
時
、
夫
輒
ち
死
す
。
此
く
の
如
き
者
再
た
び
す
。
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②
乃
ち
之
を
趙
王
に
獻
ず
る
も
、
趙
王
未
だ
取
ら
ず
し
て
又
た
薨
ず
。
③
清
河
の
南
宮
大
有
、
正
君
の
父
〔
王
〕

君
と
善
き

者
、
遇
〻
君
を
相
、
曰
く
「
貴
た
る
こ
と
天
下
の
母
た
ら
ん
」
と
。
是
の
時
、
宣
帝
の
世
、
元
帝
太
子
爲
り
。

君
乃
ち
魏
郡
の

都
尉
に
因
り
て
之
を
太
子
に
納
れ
、
太
子 

之
に
幸
し
、
子
の
君
上
を
生
む
。
宣
帝
崩
じ
、
太
子
立
ち
、
正
君 

皇
后
と
爲
り
、
君

上
太
子
と
爲
る
。
元
帝
崩
じ
、
太
子
立
ち
、
是
れ
成
帝
と
爲
り
、
正
君 

皇
太
后
と
爲
り
、
竟
に
天
下
の
母
と
爲
る
。
夫
れ
正
君

の
相
、
當
に
天
下
の
母
と
爲
る
べ
き
に
、
前
の
許
す
る
所
の
二
家
及
び
趙
王
、
天
下
の
父
の
相
無
き
爲
に
、
故
に
未
だ
行
か
ず
し

て
二
夫
死
し
、
趙
王
薨
ず
。
是
れ
則
ち
二
夫
・
趙
王
帝
王
の
大
命
無
く
し
て
、
正
君 

三
家
と
相
遇
の
驗
に
當
た
ら
ざ
る
な
り⑱

。

『
論
衡
』
巻
三 

骨
相

当
初
、
元
后
は
民
間
で
許
嫁
し
て
い
た
が
、
期
日
に
な
ろ
う
と
言
う
時
に
相
手
が
死
す
と
い
う
事
が
二
度
あ
っ
た
。
②
そ
こ
で
元
后

は
趙
王
に
献
じ
ら
れ
た
が
、
ま
た
し
て
も
王
が
薨
じ
た
。
③
そ
こ
で
南
宮
大
有
が
相
を
み
た
と
こ
ろ
、「
貴
い
こ
と
は
天
下
の
母
と
な
る

ほ
ど
だ
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
話
は
『
漢
書
』
元
后
伝
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
予
言
部
分
が
「
當
に
大
貴

た
る
べ
き
こ
と
、
言
う
べ
か
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る⑲

。『
論
衡
』
は
「
正
君
皇
太
后
と
爲
り
、
竟
に
天
下
の
母
と
爲
る
」
と
、
元
后
が
皇

太
后
と
な
っ
た
段
階
で
「
天
下
の
母
」
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、「
天
下
の
母
」
が
基
本
的
に
皇
太
后
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
皇
后
に
も
「
天
下

の
母
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
次
代
皇
帝
即
位
時
に
皇
太
后
と
な
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
皇
后
に
な
っ
た
時
点
で
将
来
に
皇
太

后
―
「
天
下
の
母
」
と
な
る
こ
と
が
ほ
ぼ
決
ま
る
た
め
、
皇
后
に
も
「
天
下
の
母
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
皇
帝
と
皇
太
后
の
母
子
関
係
で
あ
ろ
う
。
前
掲
外
戚
伝
序
に
見
え
る
よ
う
に
、
皇
太
后
は
皇
帝
の
「
母
」

と
さ
れ
る
。
前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
「
天
下
の
母
」
が
元
々
皇
太
后
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
天
下
の
母
」
は
皇
帝
の
「
母
」
と
し
て
の
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皇
太
后
の
延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、「
天
下
の
母
」
と
い
う
字
面
か
ら
は
、
皇
帝
個
人
の
「
母
」
と
い
う
よ
り

も
、
万
民
に
と
っ
て
の
「
母
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
実
際
に
、
後
漢
で
は
「
天
下
の
母
」
に
関
連
し
て
「
母
兆
民
」・

「
母
臨
萬
国
」
と
い
う
文
言
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
皇
太
后
の
要
件
と
し
て
の
「
母
」
は
、前
漢
末
以
降
に
嫡
母
で
あ
る
こ
と
が
明

確
に
な
っ
て
い
く
が
、「
天
下
の
母
」
は
嫡
母
と
も
や
や
異
な
る
意
味
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
天
下

の
母
」
に
至
る
た
め
に
は
、「
母
」
を
原
義
か
ら
拡
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

「
天
下
の
母
」
と
い
う
称
謂
に
は
「
母
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、そ
の
「
母
」
と
い
う
語
が
皇
后
の
あ
り
方
に
関
わ
っ
て
言
及
さ
れ
た

最
初
の
例
が
、
地
節
四
年
（
前
六
六
年
）
の
宣
帝
霍
皇
后
廃
后
で
あ
る
。

後
（
七
月
）、
許
后
を
殺
せ
し
の
事
頗
泄
し
、
顯
遂
に
諸
壻
昆
弟
と
與
に
謀
反
し
、
發
覺
し
、
皆
な
誅
滅
せ
ら
る
。〔
八
月
己
酉
〕
有

司
を
し
て
皇
后
に
策
を
賜
わ
し
め
て
曰
く
「〔
霍
〕
皇
后
熒
惑
し
道
を
失
い
、
不
德
に
懷
き
、
毒
を
挾
み
、
母
の
博
陸
宣
成
侯
夫
人

顯
と
謀
り
て
太
子
を
危
う
く
せ
ん
と
欲
す
。
人
母
の
恩
無
く
、
宜
し
く
宗
廟
に
衣
服
を
奉
ず
べ
か
ら
ず
、
以
て
天
命
を
承
く
可
か

ら
ず
。
烏
呼
、
傷
ま
し
い
か
な
。
其
れ
宮
を
退
避
し
、
璽
綬
を
有
司
に
上
れ
」
と
。
霍
后
立
つ
こ
と
五
年
に
し
て
、
廢
さ
れ
昭
臺

宮
に
處
す⑳

。 

『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
上 

孝
宣
霍
皇
后

太
子
（
元
帝
）
殺
害
未
遂
に
関
わ
っ
た
霍
皇
后
が
廃
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、「
人
母
の
恩
」
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
廟

を
奉
じ
天
命
を
承
け
る
資
格
が
な
い
と
み
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
太
子
殺
害
未
遂
事
件
自
体
が
、
宗
廟
を
守
る
と
い
う
皇
后
の
責
務

を
認
識
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
皇
嗣
を
守
る
、
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
宗
廟
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
繋
が
る
。
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も
う
一
つ
、
霍
皇
后
の
事
件
に
先
立
つ
元
平
元
年
（
前
七
四
年
）
の
上
官
太
后
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
年
、
皇
太
子
を
立
て
な

い
ま
ま
昭
帝
が
崩
じ
た
後
に
帝
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
生
じ
る
が
、
昌
邑
王
の
即
位㉑

・
廃
位㉒

、
宣
帝
の
即
位㉓

で
は
い
ず
れ
も
上
官

太
后
の
詔
に
よ
り
決
裁
さ
れ
て
い
る
。
一
連
の
経
緯
で
、
帝
位
継
承
時
に
皇
帝
の
「
母
」
た
る
太
后
が
最
終
的
な
決
定
を
下
す
こ
と
が

現
実
の
事
態
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
を
取
り
仕
切
っ
た
霍
光
が
宗
廟
を
安
ん
じ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら㉔

、
上
官
太
后
も
同
様
に
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。

皇
后
と
皇
太
子
、
皇
太
后
と
皇
帝
と
い
う
関
係
で
あ
れ
ば
、「
人
母
の
恩
」
の
よ
う
に
単
な
る
母
子
関
係
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、宗
廟
を
奉
ず
る
こ
と
は
そ
れ
を
超
え
る
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
宗
廟
に
は
高
祖
以
来
の
天
子
が
祀
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
で
そ
の
役
割
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
天
下
の
母
」
や
「
母
儀
」
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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第
二
章　
「
天
下
の
母
」
の
誕
生

「
天
下
の
母
」
は
、
成
帝
の
趙
皇
后
立
后
へ
の
諫
言
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
に
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
左
の
年
表
と
と
も
に

一
連
の
経
過
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

そ
も
そ
も
、
成
帝
の
最
初
の
皇
后
は
許
皇
后
で
あ
る
。
成
帝
の
皇
太
子
時
代
か
ら
そ
の
妃
で
あ
り
、
立
后
前
後
に
一
男
一
女
が
生
ま

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
夭
折
し
た
と
い
う㉕

。
許
皇
后
は
当
初
寵
愛
を
独
占
し
た
も
の
の
、
や
が
て
そ
れ
は
衰
え
て
趙
姉
妹
や
衛
倢
伃
が
愛

幸
を
受
け
た
。
姉
妹
の
姉
の
趙
飛
燕
は
成
帝
が
微
行
し
た
際
に
気
に
入
ら
れ
、
入
宮
し
て
倢
伃
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
許
皇
后
が
廃

さ
れ
る
と
、
二
年
後
に
趙
倢
伃
が
皇
后
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
即
座
に
立
て
な
か
っ
た
の
は
、
元
后
ら
が
趙
倢
伃
を
立
て
る
こ

と
に
難
色
を
示
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
以
後
、
成
帝
が
崩
ず
る
ま
で
、
趙
皇
后
は
皇
后
で
あ
り
続
け
る
。
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薄
井
一
九
九
八
に
よ
れ
ば
、こ
の
時
期
は
后
妃
に
関
す
る
議
論
が
高
ま
り

を
見
せ
て
い
た
と
い
う
。
私
見
で
は
、こ
の
議
論
は
後
宮
の
整
備
を
求
め
る

も
の
、
趙
皇
后
を
立
て
る
こ
と
を
諫
め
る
も
の
に
大
別
で
き
る
。
薄
井

一
九
九
八
は
や
や
前
者
に
重
き
を
置
い
て
い
る
が
、「
天
下
の
母
」
が
登
場

す
る
の
は
後
者
で
あ
る
。

﹇
1
﹈
諫
大
夫
王
仁㉖

の
上
疏
は
「
天
下
の
母
」
の
初
出
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、『
漢
紀
』
の
記
事
と
し
て
は
稀
な
、『
漢
書
』
に
対
応
す
る
記
述
が
な
い

も
の
で
あ
る
。

﹇
1
﹈  

①
臣
聞
く
「
后
妃
を
立
て
る
は
、
王
教
の
大
端
、
三
綱
の
本
理
、
治

道
の
廢
興
す
る
所
由
な
り
、
社
稷
の
存
亡
す
る
所
以
な
り
」
と
。
故

に
夏
の
興
る
や
塗
山
を
以
て
し
、
亡
ぶ
や
妹
嬉
を
以
て
す
。
殷
の
興

る
や
有
娀
を
以
て
し
、
亡
ぶ
や
妲
己
を
以
て
す
。
周
の
興
る
や
文
母

を
以
て
し
、
亡
ぶ
や
褒
姒
を
以
て
す
。
夫
れ
三
代
の
安
危
、
後
主
の

觀
る
所
な
り
。

②
是
を
以
て
聖
王
必
ず
舉
措
を
審
べ
、
操
行
を
察
る
に
、
計
を
以
て

色
に
勝
る
は
昌
え
、
色
を
以
て
計
に
勝
る
は
亡
ぶ
。
無
鹽
・
宿
瘤
、
天

下
の
醜
女
な
り
。
齊
の
二
君
、
計
を
以
て
色
に
勝
り
、
立
て
て
后
と

表 2　趙皇后関連年表
元号 西暦 月日 出来事

竟寧元 前 33 6 月己未 成帝が即位し、元后が皇太后となる
建始 2 前 31 3 月丙午 許皇后を立てる
鴻嘉元 前 20 成帝が初めて微行を行う
鴻嘉 3 前 18 11 月甲寅 許皇后が廃される
永始元? 前 16? ［1］王仁の上疏
永始元 前 16 4 月乙亥 趙倢伃の父、趙臨を成陽侯に封ずる
永始元 前 16 4 ～ 6月 ［2］劉輔の上書
永始元 前 16 6 月丙寅 趙倢伃を皇后に立てる
永始元? 前 16? この頃、劉向『列女傳』が成る？
元延元 前 12 成帝と趙昭儀（趙皇后の妹）が皇子を殺害
綏和元 前 8 2月癸丑 定陶王欣（哀帝）が皇太子に立てられる
綏和 2 前 7 3 月丙戌 成帝が崩御
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爲
し
、
皆
な
以
て
衝
を
折
り
國
を
安
ん
ず
。

③
今
許
后 

罪
を
以
て
廢
せ
ら
れ
、
遂
に
事 

已
に
往
き
、
是
に
於
い
て
后
妃
を
立
て
ん
と
欲
す
。
宜
し
く
殊
異
を
前
に
得
、
上
は

當
に
宗
廟
を
奉
ず
べ
く
、
下
は
萬
民
を
し
て
法
則
す
る
所
有
ら
し
む
べ
し
。
河
の
魴
・
河
の
鯉
、
齊
の
姜
・
宋
の
子
、
詩
人
の
高

ず
る
所
な
り
。
萬
乘
の
主
、
久
長
に
當
た
る
は
、
一
切
畢
く
目
前
に
決
す
る
者
に
非
ず
。

④
驪
姬
晉
を
亂
し
、
吳
姬
趙
を
危
く
す
。
夫
れ

妾
は
、
天
下
の
母
に
非
ざ
れ
ば
、
翫
弄
を
爲
す
も
可
な
り
。

⑤
昔 

姜
后 

禮
を
崇
び
て
、
宣
王 

中
興
す
。
樊
姬 

正
言
し
て
、
楚
莊 

霸
を
成
す
。
願
う
ら
く
は
留
め
て
小
臣
の
惓
惓
の
心
を
思

察
せ
ん
こ
と
を㉗

。

『
漢
紀
』
巻
二
六 

孝
成
皇
帝
紀
三 

永
始
元
年
条

「
天
下
之
母
」
は
④
、
晋
の
驪
姫
（
献
公
夫
人
）
と
趙
の
呉
姫
（
武
霊
王
の
后
）
を
挙
げ
る
部
分
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。「

妾
」
と
さ
れ
て

い
る
が
、
両
者
と
も
そ
こ
か
ら
嫡
妃
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
趙
氏
も
倢
伃
か
ら
皇
后
に
立
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
、
構
図
の
似

た
両
例
を
取
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。

妾
を
「
天
下
の
母
に
非
ざ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
天
下
之
母
」
は
嫡
妃
を
指
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
上
疏
で
は
、
全
体
を
通
じ
て
各
部
分
に
先
秦
の
后
妃
の
故
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
『
列
女
傳
』
と
対
照
す

る
と
、
興
味
深
い
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
。
左
の
表
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
①
は
母
儀
と

嬖㉘

、
②
は
弁
通
、
④
は

嬖
、
⑤
は
賢
明
と
、
各
部
分
に
引
か
れ
る
故
事
が
、『
列
女
傳
』
の
篇
と
見

事
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
無
塩
・
宿
瘤
・
姜
后
は
『
列
女
傳
』
以
外
に
明
確
な
典
拠
が
な
い
か
、『
新
序
』
以
外
に
確
認

で
き
な
い
。
成
立
前
後
の
『
列
女
傳
』
を
王
仁
が
参
照
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い㉙

。『
列
女
傳
』
の
成
立
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
に
は
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以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

〔
劉
〕
向 

俗
彌
〻
奢
淫
な
り
て
、
趙
・
衞
の
屬
微
賤
よ
り
起
ち
、
禮
制

を
踰
ゆ
る
を
睹
る
。
向 

以
爲
え
ら
く
王
教
內
由
り
外
に
及
び
、
近
き

者
自
り
始
む
。
故
に
詩
書
の
載
す
る
所
の
賢
妃
貞
婦
の
、國
を
興
し
家

を
顯
し
法
則
す
可
き
、
及
び

嬖
亂
亡
の
者
を
採
取
し
、
序
次
し
て

『
列
女
傳
』
凡
そ
八
篇
を
爲
し
、
以
て
天
子
を
戒
む
。
及
び
傳
記
の
行

事
を
采
り
、『
新
序
』・『
說
苑
』
凡
そ
五
十
篇
を
著
し
之
を
奏
す㉚

。

『
漢
書
』
巻
三
六 

劉
向
伝

そ
の
動
機
は
趙
姉
妹
・
衛
倢
伃
と
い
う
「
微
賤
」
な
者
が
寵
愛
を
受
け
、
礼

制
が
乱
れ
る
こ
と
を
憂
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。趙
皇
后
の
出
自
の
賤

し
さ
を
問
題
視
す
る
点
は
﹇
2
﹈
劉
輔
の
上
書
に
も
共
通
す
る
。『
漢
紀
』
で
は
王
仁
の
上
疏
に
続
く
記
事
で
、同
じ
く
趙
皇
后
を
立
て

る
こ
と
を
諫
め
る
内
容
で
あ
る
。

臣
聞
く
天
の
與
す
る
所
必
ず
先
ず
賜
う
に
符
瑞
を
以
て
し
、
天
の
違
う
所
必
ず
先
ず
降
す
に
災
變
を
以
て
す
、
此
れ
神
明
の
徵
應
、

自
然
の
占
驗
な
り
。
昔
武
王
・
周
公 

天
地
を
承
順
し
、
以
て
魚
烏
の
瑞
を
饗
け
、
然
れ
ど
も
猶
お
君
臣
祗
懼
し
、
色
を
動
か
し
相

表 3　王仁の上疏中の后妃と『列女傳』の対照表
国 王仁の上疏 『列女傳』

① 夏 塗山 母儀 啓母塗山
① 夏 妹嬉 嬖 夏桀末喜
① 殷 有娀 母儀 契母簡狄
① 殷 妲己 嬖 殷紂妲己
① 周 文母 母儀 周室三母
① 周 褒姒 嬖 周幽 姒
② 斉 無塩 弁通 斉鍾離春
② 斉 宿瘤 弁通 斉宿瘤女
④ 晋 驪姫 嬖 晋献驪姫
④ 趙 呉姫 嬖 趙霊呉女
⑤ 周 姜后 賢明 周宣姜后
⑤ 楚 樊姫 賢明 楚荘樊姫
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い
戒
む
。
況
ん
や
季
世
の
繼
嗣
の
福
を
蒙
ら
ず
、
屢
〻
威
怒
の
異
を
受
く
る
者
に
於
い
て
を
や
。
夙
夜
自
責
し
、
過
を
改
め
行
を

易
え
、
天
命
を
畏
れ
、
祖
業
を
念
い
、
有
德
の
世
を
妙
選
し
、
窈
窕
の
女
を
考
卜
し
、
以
て
宗
廟
を
承
け
、
神
祇
の
心
に
順
い
、

天
下
の
望
を
塞
た
す
と
雖
も
、
子
孫
の
祥
猶
お
晚
暮
を
恐
る
。
今
乃
ち
情
に
觸
れ
欲
を
縱
に
し
、
卑
賤
の
女
に
傾
き
、
以
て
天
下

に
母
た
ら
し
め
ん
と
欲
す
は
、
天
を
畏
れ
ず
、
人
に

じ
ず
、
惑
は
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し㉛

。

『
漢
書
』
巻
七
七 

劉
輔
伝

劉
輔
の
論
は
「
天
の
與
す
る
所
」（
天
意
に
適
う
こ
と
）
と
「
天
の
違
う
所
」（
天
意
に
背
く
こ
と
）
の
対
比
で
展
開
さ
れ
る
。
念
頭
に
置
く

の
は
、
継
嗣
の
不
在
と
相
次
ぐ
災
異
で
あ
る
。
劉
輔
は
こ
の
事
態
を
、
成
帝
の
行
為
が
「
天
の
違
う
所
」
で
あ
る
た
め
と
み
な
す
。
そ

れ
で
は
「
天
の
與
す
る
所
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
有
德
の
世
」・「
窈
窕
の
女
」
を
后
妃
に
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
卑
賤
の
女
」
趙
倢
伃
を
「
天
下
の
母
」
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
天
意
に
こ
の
う
え
な
く
背
く
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
痛

烈
に
批
判
す
る
。

「
有
德
」・「
窈
窕
」
の
后
妃
を
「
天
の
與
す
る
所
」
と
す
る
が
、
こ
の
要
素
は
、
成
帝
が
即
位
し
た
際
の
匡
衡
の
上
疏
に
も
見
え
る32

。

何
故
、
そ
の
よ
う
な
后
妃
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は
、
王
仁
・
劉
向
・
匡
衡
の
論
に
共
通
し
て
見
え
る
「
王
教
」

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
と
り
わ
け
強
調
す
る
の
は
王
仁
で
あ
る
。
立
后
を
「
王
教
の
大
端
」
に
位
置
付
け
、「
夫
れ

妾
は
、
天
下
の
母
に
非
ざ
れ

ば
、
翫
弄
を
爲
す
も
可
な
り
。」
と
す
る
。

妾
は
「
翫
弄
」、
つ
ま
り
君
主
が
め
で
可
愛
が
る
に
値
す
る
女
性
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、「
天

下
の
母
」
は
そ
れ
で
は
不
充
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
「
天
下
の
母
」
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。「
計
を
以
て
色
に
勝
る

は
昌
え
、
色
を
以
て
計
に
勝
る
者
は
亡
ぶ
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
計
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
対
し
て
趙
倢
伃
は
、
舞
姫
と
し
て
成
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帝
に
見
初
め
ら
れ
て
お
り33

、「
計
」
が
な
い
「
色
」
の
み
の
女
性
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

劉
向
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
王
教
は
「
內
由
り
外
に
及
び
、
近
き
者
自
り
始
む
」
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
后
妃
の
役
割
を
、
王
仁

は
「
萬
民
を
し
て
法
則
す
る
所
」
と
し
て
い
る
。
民
の
模
範
と
な
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
后
妃
に
は
「
計
」
が
求
め
ら
れ
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

対
し
て
、「
卑
賤
」
な
者
を
立
て
る
こ
と
を
劉
輔
は
「
天
の
違
う
所
」
と
み
な
す
。
し
か
し
、
張
翼
以
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り34

、
文

帝
竇
皇
后
・
武
帝
衛
皇
后
な
ど
、
そ
れ
ま
で
も
出
自
の
賤
し
い
皇
后
は
存
在
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ほ
ど
の
反
発
が
起
き
た
形
跡
は
な
い

の
で
あ
る
。
成
帝
も
武
帝
衛
皇
后
の
出
自
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら35

、
こ
の
時
期
に
過
去
の
卑
賤
な
皇
后
が
認
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
な
ぜ
こ
の
時
期
に
「
卑
賤
」
が
殊
更
に
問
題
視
さ
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
劉
輔
が
強
調
す
る
「
継
嗣
の
不
在
」
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
成
帝
期
を
通
じ
て
つ
き
ま
と
う
問

題
で
、
す
で
に
許
皇
后
在
位
の
時
期
に
浮
上
し
て
い
た
。
当
時
、
劉
向
・
谷
永
ら
は
、
継
嗣
に
恵
ま
れ
ず
災
異
が
相
次
ぐ
原
因
を
、
後

宮
の
秩
序
に
求
め
て
い
る36

。
両
人
は
成
帝
を
通
し
て
、
許
皇
后
に
よ
る
後
宮
の
教
化
を
求
め
て
お
り
、
皇
后
が
そ
の
責
任
を
負
う
と
み

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る37

。

趙
姉
妹
や
衛
倢
伃
（
李
平
）
が
寵
愛
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
劉
向
は
「
趙
・
衞
の
屬
微
賤
よ
り
起
ち
、
禮
制
を
踰
ゆ
る
」
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
し
、
谷
永
は
許
皇
后
が
寵
愛
を
受
け
た
時
期
と
比
べ
「
天
の
饗
け
ざ
る
所
、
前
に
什
倍
す38

」
と
形
容
し
て
い
る39

。
継
嗣

不
在
の
原
因
た
る
後
宮
の
乱
れ
が
、「
微
賤
」
な
者
へ
の
寵
愛
に
よ
り
悪
化
し
、
さ
ら
な
る
天
の
怒
り
を
買
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
皇

后
は
「
宗
廟
主
と
爲
る
」
者
（
匡
衡
）、「
宗
廟
を
奉
ず
る
」
存
在
（
王
仁
）
な
の
で
あ
る
。
継
嗣
不
在
と
い
う
宗
廟
の
危
機
に
あ
っ
て
、

「
微
賤
よ
り
起
ち
、
禮
制
を
踰
ゆ
る
」
者
を
「
王
教
の
大
端
」
た
る
皇
后
に
す
る
な
ど
、「
天
を
畏
れ
ず
、
人
に

じ
ず
、
惑
は
焉
よ
り

大
な
る
は
莫
し
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
列
女
傳
』
母
儀
の
「
斉
女
傅
母
」
で
は
、貴
き
家
柄
の
者
が
民
の
模
範
と
な
る
べ
き
こ
と
が
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説
か
れ
て
い
る
が40

、
反
対
に
出
自
が
卑
し
け
れ
ば
、
模
範
た
り
得
な
い
と
も
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
列
女
傳
』
母
儀
の
「
湯
妃
有
㜪
」
に
お
い
て
は
、
有
㜪
に
よ
る
後
宮
の
教
化
が
湯
を
王
者
の
功
に
導
い
た
と
さ
れ
て
い
る41

。「
王
教

の
大
端
」
た
る
皇
后
が
「
天
下
の
望
を
塞
た
す
」
存
在
と
な
り
、「
萬
民
を
し
て
法
則
す
る
所
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
人

選
が
天
下
を
左
右
す
れ
ば
こ
そ
、「
天
下
」
の
母
な
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
総
合
す
る
と
、
趙
氏
に
反
発
す
る
論
理
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
后
妃
は
「
計
」
の
あ
る

「
有
德
の
世
」・「
窈
窕
た
る
淑
女
」
た
る
べ
き
で
あ
り
、「
卑
賤
」
な
者
は
「
計
」
が
な
い
た
め
相
応
し
く
な
い
。
何
故
「
計
」
が
求
め

ら
れ
る
か
と
い
え
ば
、「
近
き
者
自
り
始
む
」
王
教
に
お
い
て
、
后
妃
は
「
王
教
の
大
端
」
で
あ
り
、
ま
た
王
教
が
行
き
渡
る
際
に
、
后

妃
は
「
萬
民
を
し
て
法
則
す
る
所
」
と
な
る
べ
き
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
后
妃
が
「
計
」
を
備
え
た
「
有
德
の
世
」・

「
窈
窕
た
る
淑
女
」
と
な
れ
ば
、
王
教
が
「
內
由
り
外
に
及
び
」、「
天
の
與
す
る
所
必
ず
先
ず
賜
う
に
符
瑞
を
以
て
」
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
継
嗣
に
も
恵
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

趙
氏
の
出
自
が
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
成
帝
が
継
嗣
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
宗
廟
の
危
機
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
皇
后
は
「
宗
廟
を
奉
ず
る
」
者
、「
宗
廟
主
と
爲
る
」
存
在
で
あ
る
た
め
、「
繼
嗣
の
福
を
蒙
」
る
た
め
に
は
、「
天

の
與
す
る
所
」
と
な
る
「
有
德
の
世
」・「
窈
窕
た
る
淑
女
」
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

趙
皇
后
立
后
へ
の
反
対
運
動
は
元
后
や
王
氏
が
背
後
に
い
る
政
治
的
な
運
動
で
あ
る
と
と
も
に
、
劉
向
や
谷
永
ら
が
論
者
と
な
る
儒

学
の
思
想
的
運
動
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
反
対
は
強
烈
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
中
で
「
天
下
の
母
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
後

に
伝
わ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、続
く
時
代
に
於
い
て
「
天
下
の
母
」
は
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
章
で
み
て
い
き
た
い
。
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第
三
章　
「
天
下
の
母
」
の
定
着

続
い
て
「
天
下
の
母
」
が
見
え
る
の
は
、
平
帝
期
、
王
莽
が
実
権
を
握
っ
た
時
期
の
例
で
あ
る
。﹇
3
﹈
趙
太
后
降
格
の
詔
は
す
で
に

触
れ
た
か
ら
、﹇
6
﹈
孝
平
王
皇
后
が
立
て
ら
れ
た
際
の
事
を
み
て
み
よ
う
。

﹇
6
﹈  

庶
民
・
諸
生
・
郎
吏
以
上
の
闕
を
守
り
上
書
す
る
者
日
に
千
餘
人
、
公
卿
大
夫
或
い
は
廷
中
に
詣
り
、
或
い
は
省
戶
下
に
伏
し
、

咸
な
言
え
ら
く
「
明
詔
の
聖
德
の
巍
巍
た
る
こ
と
彼
の
如
し
、
安
漢
公
の
盛
勳
の
堂
堂
た
る
こ
と
此
の
若
し
、
今
當
に
后
を
立
つ

る
べ
き
に
、獨
り
奈
何
ぞ
公
が
女
を
廢
す
か
。
天
下
安
れ
の
所
に
か
命
を
歸
さ
ん
。
願
う
ら
く
は
公
が
女
を
得
て
天
下
の
母
と
爲

さ
ん
こ
と
を
」
と42

。

『
漢
書
』
巻
九
九 

王
莽
伝
上

平
帝
の
皇
后
選
定
の
、
や
や
複
雑
な
経
緯
を
記
し
た
記
事
で
あ
る
。
王
莽
は
娘
を
立
て
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
他
の
王
氏
の
女
と
争
わ

な
い
た
め
に
、
元
后
を
通
し
て
王
氏
の
者
を
除
外
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
莽
の
娘
を
立
て
る
べ
き
と
い
う
声
が
相
次
い
だ

た
め
に
「
已
む
を
得
ず
」
王
皇
后
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
「
天
下
の
母
」
は
王
莽
の
娘
を
皇
后
に
立
て
る
こ
と
訴
え
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
発
言
者
を
含
め
、
こ
の
運
動
に

参
加
し
た
者
は
王
莽
の
支
持
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る43

。「
天
下
」
が
命
を
帰
す
に
相
応
し
い
人
物
を
求
め
、そ
れ
こ
そ
が
王
皇
后

で
あ
る
と
世
論
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
天
下
の
母
」
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
妥
当
性
は
さ
て
お
き
、
皇
后
に
求
め
る
基
準
が
あ
る
こ
と
は
な
お
も
確
認
で
き
よ
う
。
皇
后
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
要
素
を
備
え
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て
い
る
根
拠
と
し
て
王
莽
と
い
う
「
素
晴
ら
し
い
」
人
物
の
子
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
資
質
と
出
自
を
接
続
さ
せ
る
点
で
、

前
代
か
ら
の
連
続
性
を
確
認
で
き
よ
う
。
王
皇
后
は
平
帝
が
崩
じ
て
皇
太
后
と
な
り
、王
莽
の
即
位
後
「
黄
皇
室
主
」
と
さ
れ
る
。﹇
7
﹈

は
事
実
上
の
皇
太
后
と
し
て
「
天
下
の
母
」
を
用
い
た
例
と
い
え
る44

。
そ
の
至
尊
性
を
示
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
や
や
趣
が
異

な
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、﹇
3
﹈
元
后
伝
の
論
賛
で
は
元
后
が
四
世
に
わ
た
り
「
天
下
の
母
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
王
莽
即
位
の

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る45

。

後
漢
で
の
「
天
下
の
母
」
の
用
例
は
全
時
期
を
通
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
光
烈
陰
皇
后
で
あ
っ
た
。

﹇
8
﹈
は
光
武
帝
が
建
武
二
年
（
二
六
年
）、
皇
后
を
立
て
よ
う
と
し
た
際
の
こ
と
を
こ
う
記
す
。

﹇
8
﹈  

上
、〔
陰
皇
〕
后
の
性
賢
仁
、
宜
し
く
天
下
に
母
た
る
べ
き
を
以
て
、
授
く
に
尊
位
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
。
后
輒
ち
退
讓
し
、
自

ら
陳
ぶ
る
に
以
て
大
位
に
當
た
る
に
足
ら
ず
と46

。

『
東
觀
漢
記
』
光
烈
陰
皇
后
伝

陰
皇
后
が
立
后
を
辞
退
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
光
武
帝
は
郭
皇
后
を
立
て
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
﹇
9
﹈

は
建
武
一
七
年
（
四
一
年
）
に
そ
の
郭
皇
后
を
廃
し
て
陰
皇
后
を
立
て
る
際
の
光
武
帝
の
詔
で
あ
る
。

﹇
9
﹈  〔
建
武
〕
十
七
年
、
皇
后
郭
氏
を
廢
し
て
〔
陰
〕
貴
人
を
立
つ
。
三
公
に
詔
を
制
し
て
曰
く
「
皇
后
懷
に
怨
懟
を
執
り
、
數
〻
教

令
に
違
い
、
它
子
を
撫
循
し
、
異
室
を
訓
長
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
宮

の
內
、
鷹

を
見
る
が
若
し
。
既
に
關
雎
の
德
無
く
し
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て
、
呂
・
霍
の
風
有
り
、
豈
に
託
す
る
に
幼
孤
を
以
て
し
、
明
祀
恭
み
承
く
可
け
ん
や
。
今
、
大
司
徒
涉
・
宗
正
吉
を
遣
わ
し
て

節
を
持
ち
、
其
れ
を
し
て
皇
后
の
璽
綬
を
上
ら
し
む
。
陰
貴
人
は
鄉
里
の
良
家
、
歸
ぐ
こ
と
微
賤
に
自
り
す
。
我
の
見
ざ
る
自

り
、
今
に
于
い
て
三
年
。
宜
し
く
宗
廟
を
奉
じ
、
天
下
の
母
と
爲
す
べ
し
。
主
者
詳
ら
か
に
舊
典
を
案
じ
、
時
に
尊
號
を
上
れ
。

異
常
の
事
、
國
の
休
福
に
非
ざ
れ
ば
、
壽
を
上
り
慶
を
稱
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と47

。『
後
漢
書
』
本
紀
一
〇
皇
后
紀
上 

光
烈
陰
皇
后

前
半
で
郭
皇
后
を
廃
す
べ
き
事
由
を
述
べ
、
後
半
に
陰
貴
人
を
立
て
る
こ
と
を
記
す
構
成
と
な
っ
て
い
る
。「
天
下
の
母
」
の
ほ
か
、
一

章
で
触
れ
た
「
奉
宗
廟
」・「
承
宗
廟
」
は
、
以
後
の
立
后
の
詔
す
べ
て
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
詔
の
後
半
部
に
倣
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

﹇
11
﹈
は
和
帝
期
の
永
元
一
四
年
（
一
〇
二
年
）
の
詔
で
、
こ
れ
も
廢
后
を
伴
っ
て
い
る
が
、
見
え
る
の
は
立
后
に
関
す
る
内
容
の
み
で
あ

る48

。
﹇
15
﹈
建
寧
四
年
（
一
七
一
年
）
の
霊
帝
が
宋
皇
后
を
立
て
る
詔
は
、前
後
に
立
后
の
次
第
が
逐
一
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
詔
も
完
全

な
も
の
に
近
い
だ
ろ
う
。

﹇
15
﹈  

皇
后
の
尊
、
帝
と
體
を
齊
し
く
し
、
天
地
を
供
奉
し
、
祗
み
て
宗
廟
を
承
け
、
母
と
し
て
天
下
に
臨
む
。
故
に
有
莘 

殷
を
興
し
、

姜
任 

周
に
母
た
り
。
二
代
の
隆
、
蓋
し
內
德
有
り
。
長
秋
宮 
闕
け
、
中
宮 

位
を
曠む

な

し
く
す
。
宋
貴
人 

淑
媛
の
懿
を
秉
り
、
河

山
の
儀
を
體
し
、
威
容 

昭
曜
と
し
、
德
は
後
庭
に
冠
た
り
。
羣
寮
の
咨
る
所
、
僉
曰
う
「
宜
し
き
か
な
」
と
。
之
を
蓍
龜
に
卜

す
に
、
卦
は
承
乾
を
得
る
。
有
司 

奏
議
せ
ら
く
「
宜
し
く

組
を
稱
え
、
以
て
兆
民
に
母
た
る
べ
し
」
と
。
今 

太
尉
〔
聞
人
〕

襲
を
し
て
使
持
節
も
て
璽
綬
を
奉
ら
し
め
、
宗
正
〔
劉
〕
祖
を
副
と
爲
し
、
貴
人
を
立
て
て
皇
后
と
爲
す
。
后
其
れ
往
き
て
爾
の
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位
を
踐
み
、
宗
を
敬
い
典
を
禮
し
、
肅
慎
と
中
饋
し
、
朕
の
命
を
替す

つ
る
無
く
、
永

と
こ
し
えに

天
祿
を
終
え
よ49

。
『
漢
官
典
儀
』
立
宋
皇
后
儀

「
母
臨
天
下
」
の
ほ
か
、「
母
兆
民
」
と
い
う
表
現
も
見
え
る
。
宋
皇
后
に
対
し
て
は
、「
母
臨
萬
国
」
も
後
に
用
い
ら
れ
て
い
る50

。
こ

こ
か
ら
は
、「
天
下
の
母
」
が
、
万
民
に
と
っ
て
の
母
で
あ
る
こ
と
を
、
よ
り
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
冒
頭
部
の

「
皇
后
之
尊
」・「
與
帝
齊
體
」・「
祗
承
宗
廟
」
は
﹇
9
﹈・﹇
11
﹈
の
ほ
か
、
蜀
漢
の
穆
皇
后
を
立
て
る
詔51

に
も
類
似
し
た
表
現
が
見
え

る
。
つ
ま
り
「
天
下
の
母
」
と
と
も
に
立
后
の
詔
に
お
け
る
定
型
句
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
皇
后
之
尊
」
は
、
王
莽
を
称
え
る
陳
崇
の
上
奏
文
に
見
え
、
孝
平
王
皇
后
立
后
の
経
緯
を
述
べ
た
部
分
で
「
皇
后
の
尊
、
天
子
に
侔

し52

」
と
し
て
お
り
、
保
科
二
〇
〇
二
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
皇
后
の
尊
厳
が
皇
帝
と
同
等
」（
一
一
頁
）
で
あ
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

﹇
11
﹈
の
「
與
朕
同
體
」・﹇
15
﹈
の
「
與
帝
齊
體
」
は
そ
の
観
念
を
直
截
的
に
表
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
『
白
虎
通
義
』
の
「
與
夫
齊

體53

」
に
関
連
し
た
表
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
夫
妻
一
体
の
観
念
が
帝
后
一
体
の
理
念
に
発
展
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
保
科
二
〇
〇
二
に

詳
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
定
型
的
な
表
現
で
あ
り
つ
つ
も
、
求
め
る
皇
后
像
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

﹇
10
﹈
明
德
馬
皇
后
の
詔54

、﹇
14
﹈
李
雲
の
上
奏55

、﹇
16
﹈
の
陳
球
の
議
論56

、﹇
17
﹈
伏
皇
后
と
父
と
の
礼
を
め
ぐ
る
議
論
は57

、
い
ず
れ

も
そ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
た
も
の
に
近
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
意
味
を
込
め
ら
れ
た
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

よ
う
。
ま
た
、
太
皇
太
后
に
よ
る
詔
の
う
ち
、﹇
12
﹈
安
帝
期
の
鄧
太
后
の
詔
と58

、﹇
13
﹈
順
帝
期
の
順
烈
梁
皇
后
の
詔
に
つ
い
て
は59

、

表
現
が
類
似
し
て
お
り
、
先
の
詔
を
参
照
し
て
書
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
天
下
の
母
」
は
前
漢
末
平
帝
期
か
ら
後
漢
に
か
け
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
と
り
わ
け
後
漢
の
立
后

の
詔
に
は
、
い
ず
れ
も
「
天
下
の
母
」
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、「
承
宗
廟
」・「
與
帝
齊
體
」
は
類
似
す
る
表
現
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
定
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型
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
も
、
皇
后
に
求
め
る
要
素
の
観
念
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
れ
を
通
し
て
理
想
的
な

皇
后
像
が
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

① 

昭
帝
崩
後
の
帝
位
継
承
と
宣
帝
期
の
太
子
殺
害
未
遂
を
経
て
、
見
い
だ
さ
れ
た
皇
后
・
皇
太
后
の
責
務
は
、
皇
帝
の
母
と
し
て
、

宗
廟
を
奉
ず
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
認
識
が
『
列
女
傳
』「
母
儀
」
や
「
天
下
の
母
」
の
源
流
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

② 

成
帝
期
、
趙
皇
后
立
后
に
関
す
る
議
論
が
出
る
中
で
、『
列
女
傳
』
が
成
立
し
、
ま
た
「
天
下
の
母
」
が
用
い
ら
れ
た
。
一
連
の

議
論
は
、
継
嗣
問
題
の
原
因
は
後
宮
の
秩
序
の
乱
れ
で
あ
る
た
め
、
皇
后
が
後
宮
の
教
化
を
す
べ
き
、
と
い
う
認
識
の
下
行
わ

れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
教
化
が
天
下
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、「
天
下
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

③ 

前
漢
末
〜
後
漢
に
お
い
て
、「
天
下
の
母
」
は
基
本
的
に
立
后
の
詔
を
通
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
定
型
句
と
し
て
用
い
ら
れ

つ
つ
も
な
お
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

「
天
下
の
母
」
は
劉
向
・
谷
永
ら
の
后
妃
論
と
同
じ
思
潮
の
下
で
誕
生
し
、
そ
の
広
ま
り
は
ま
さ
に
儒
学
の
規
範
化
の
一
端
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、「
天
下
の
母
」
の
母
胎
と
な
っ
た
思
潮
が
、
内
た
る
後
宮
の
安
定
が
外
の
天
下
の
安
寧
に
繋
が
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
宮
城
の
外
の
「
天
下
」
に
模
範
を
示
す
「
天
下
の
母
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
重
視
さ
れ
て

き
た
、
皇
帝
に
対
し
て
の
、
あ
る
い
は
後
宮
の
中
で
の
皇
后
と
は
異
な
る
姿
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
天
下
に
母
と
し
て
の
模
範
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を
示
す
、
東
晋
以
降
の
「
母
儀
天
下
」
へ
の
つ
な
が
り
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
後
漢
の
皇
后
は
卑
賤
ど
こ
ろ
か
豪
族
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
更
に
は
複
数
の
皇
后
を
輩
出
す
る
家
も
珍
し
く
な
く
な

る
。
趙
氏
立
后
の
議
論
を
契
機
に
、
出
自
の
貴
賤
が
「
天
下
の
母
」
に
ふ
さ
わ
し
い
徳
性
の
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
後
漢

皇
后
の
出
自
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
後
漢
で
は
、
趙
皇
后
の
例
を
挙
げ
て
皇
后
の
出
自
を
問
題
と
し
た
例
も
あ

る60

。
貴
き
家
柄
の
皇
后
が
相
次
ぐ
こ
と
が
、
社
会
的
基
盤
を
持
ち
合
わ
せ
た
外
戚
の
連
出
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
と
お
り
で
あ
る61

。
相
次
ぐ
外
戚
専
権
は
、
立
后
詔
を
通
し
て
「
天
下
の
母
」
が
確
認
さ
れ
続
け
た
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
深
く
関
わ
る
は
ず
の
『
列
女
傳
』
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
の
考
察
が
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
成
書
に
関
し
て
も
雑
駁
な
可
能

性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
点
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
①　
『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
上

 

　

漢
興
、
因
秦
之
稱
號
、
帝
母
稱
皇
太
后
、
祖
母
稱
太
皇
太
后
、
適
稱
皇
后
、
妾
皆
稱
夫
人
。

②　

保
科
二
〇
〇
二
・
安
永
二
〇
一
五

③　

哀
帝
期
の
尊
号
問
題
に
つ
い
て
は
保
科
一
九
九
八
参
照
。

④　

  

こ
の
ほ
か
、
漢
代
の
皇
后
に
関
す
る
研
究
は
、
鎌
田
一
九
六
二
・
藤
川
一
九
八
四
・
藤
川
一
九
八
五
・
衛
一
九
九
五
・
朱
一
九
九
七
・
安
永
二
〇
二
一
、

皇
太
后
に
関
し
て
は
岡
安
一
九
八
三
・
下
倉
二
〇
〇
三
・
塚
本
二
〇
〇
三
・
平
松
二
〇
一
三
・
平
松
二
〇
二
〇
な
ど
が
あ
る
。
研
究
動
向
は
白
二
〇
一
六

に
詳
し
い
。

⑤　
「
儒
教
の
国
教
化
」
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
板
野
一
九
九
五
・
渡

一
九
九
五
・
福
井
二
〇
〇
五
・
保
科
二
〇
〇
八
な
ど
。
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⑥　
『
世
祖
實
録
』
巻
七
七 

順
治
一
〇
年
八
月
庚
寅
条

 
　

  
臣
思
皇
上
、
天
下
之
父
。
皇
后
、
天
下
之
母
。
父
有
出
母
之
議
。
爲
人
子
者
、
即
心
知
母
過
。
尚
不
免
涕
泣
以
諫
。
况
絕
不
知
母
過
之
何
事
。
又
安
忍

緘
口
嚴
父
之
側
。
而
不
爲
母
一
請
命
乎
。

⑦　
『
禮
記
』
昏
義

 

　

  

天
子
脩
男
教
、
父
道
也
。
后
脩
女
順
、
母
道
也
。
故
曰
「
天
子
之
與
后
、
猶
父
之
與
母
也
。」
故
爲
天
王
服
斬
衰
、
服
父
之
義
也
。
爲
后
服
資
衰
、
服
母

之
義
也
。

⑧　
『
尚
書
』
洪
範

 

　

天
子
作
民
父
母
、
以
爲
天
下
王
。

 

　

ま
た
、『
詩
經
』
で
は
小
雅
・
南
山
有
臺
に
「
樂
只
君
子
、
民
之
父
母
」、
大
雅
・

酌
に
「
豈
弟
君
子
、
民
之
父
母
」
と
あ
る
よ
う
に
、
君
子
を
「
民

の
父
母
」
と
し
て
い
る
篇
が
あ
る
。

⑨　
『
漢
書
』
巻
七
二 

鮑
宣
伝

 

　

  

天
下
乃
皇
天
之
天
下
也
、
陛
下
上
爲
皇
天
子
、
下
爲
黎
庶
父
母
、
爲
天
牧
養
元
元
、
視
之
當
如
一
、
合
尸
鳩
之
詩
。

 

　
『
鹽
鐵
論
』
巻
七 

備
胡

 

　

  

大
夫
曰
「
天
子
者
、
天
下
之
父
母
也
。
四
方
之
衆
、
其
義
莫
不
願
爲
臣
妾
。
然
猶
脩
城
郭
、
設
關
梁
、
厲
武
士
、
備
衛
於
宮
室
、
所
以
遠
折
難
而
備
萬

方
者
也
。
今
匈
奴
未
臣
、
雖
無
事
、
欲
釋
備
、
如
之
何
。」

⑩　

僅
か
な
例
と
し
て
は
後
掲
﹇
4
﹈『
論
衡
』
の
ほ
か
、『
後
漢
書
』
列
伝
六
三
李
固
伝
が
あ
る
。

 

　

  

固
對
曰
「
帝
雖
幼
少
、
猶
天
下
之
父
。
今
日
崩
亡
、
人
神
感
動
、
豈
有
臣
子
反
共
掩
匿
乎
。
昔
秦
皇
亡
於
沙
丘
、
胡
亥
・
趙
高
隱
而
不
發
、
卒
害
扶
蘇
、

以
至
亡
國
。
近
北
鄉
侯
薨
、
閻
后
兄
弟
及
江
京
等
亦
共
掩
祕
、
遂
有
孫
程
手
刃
之
事
。
此
天
下
大
忌
、
不
可
之
甚
者
也
。」

⑪　
「
天
下
母
」
と
い
う
語
自
体
は
『
老
子
』
に
二
例
見
え
る
が
、
本
稿
で
扱
う
事
例
と
意
味
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
連
続
性
は
な
い
も
の
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。

 

　

  

二
十
五
章
は
范
応
元
本
以
外
の
伝
世
本
と
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
本
が
「
天
下
母
」
と
す
る
が
、
范
応
元
本
と
馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
は
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「
天
地
母
」
と
し
て
い
る
。
五
十
二
章
は
楚
簡
に
は
当
該
箇
所
が
見
え
ず
、
帛
書
の
甲
本
・
乙
本
と
も
「
天
下
母
」
と
し
て
い
る
。

 
　
『
老
子
』
二
十
五
章

 

　

  
有
物
混
成
、
先
天
地
生
。
寂
兮
寥
兮
、
獨
立
不
改
、
周
行
而
不
殆
、
可
以
爲
天
下
母
。
吾
不
知
其
名
、
字
之
曰
道
、
強
爲
之
名
曰
大
。
大
曰
逝
、
逝
曰

遠
、
遠
曰
反
。
故
道
大
、
天
大
、
地
大
、
王
亦
大
。
域
中
有
四
大
、
而
王
居
其
一
焉
。
人
法
地
、
地
法
天
、
天
法
道
、
道
法
自
然
。

 

　
『
老
子
』
五
十
二
章

 

　

  

天
下
有
始
、
以
爲
天
下
母
。
既
得
其
母
、
以
知
其
子
、
既
知
其
子
、
復
守
其
母
、
沒
身
不
殆
。
塞
其
兌
、
閉
其
門
、
終
身
不
勤
。
開
其
兌
、
濟
其
事
、

終
身
不
救
。
見
小
曰
明
、
守
柔
曰
強
。
用
其
光
、
復
歸
其
明
、
無
遺
身
殃
。
是
爲
習
常
。

⑫　
『
舊
唐
書
』
巻
八
七
裴
炎
伝

 

　

  

太
后
臨
朝
、
天
授
初
、
又
降
豫
王
爲
皇
嗣
。
時
太
后
姪
武
承
嗣
請
立
武
氏
七
廟
及
追
王
父
祖
、
太
后
將
許
之
。
炎
進
諫
曰
「
皇
太
后
天
下
之
母
、
聖
德

臨
朝
、
當
存
至
公
、
不
宜
追
王
祖
禰
、
以
示
自
私
。
且
獨
不
見
呂
氏
之
敗
乎
。
臣
恐
後
之
視
今
、
亦
猶
今
之
視
昔
。」

 

　
『
新
唐
書
』
巻
一
一
七
裴
炎
伝

 

　

  

后
已
持
政
、
稍
自
肆
、
於
是
武
承
嗣
請
立
七
廟
、
追
王
其
先
、
炎
諫
曰
「
太
后
天
下
母
、
以
盛
德
臨
朝
、
宜
存
至
公
、
不
容
追
王
祖
考
、
示
自
私
。
且

獨
不
見
呂
氏
事
乎
。」

⑬　
『
宋
會
要
輯
稿
』
礼
一
五 

廟
議 

真
宗
至
道
三
年

 

　

懿
德
輔
佐
之
始
、
藩
邸
之
位
已
隆
、
然
未
嘗
正
位
中
宮
、
母
臨
天
下
。

⑭　
『
韓
非
子
』
説
疑 

第
四
四

 

　

則
威
足
以
臨
天
下
、
利
足
以
蓋
世
、
天
下
從
之
。

⑮　
『
史
記
』
巻
一
〇 

孝
文
本
紀 

前
一
四
年
条

 

　

朕
獲
執
犧
牲
珪
幣
以
事
上
帝
宗
廟
、
十
四
年
于
今
、
歷
日
縣
長
、
以
不
敏
不
明
而
久
撫
臨
天
下
、
朕
甚
自
愧
。

⑯　
『
德
宗
實
録
』
光
緒
七
年
三
月
一
五
日

 

　

大
行
慈
安
端
裕
康
慶
昭
和
莊
敬
皇
太
后
、
母
儀
天
下
、
垂
慈
訓
政
、
錫
福
寰
區
、
至
德
徽
音
、
遠
邁
前
古
。
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⑰　
『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
下 

孝
成
趙
皇
后

 
　

  
哀
帝
崩
、
王
莽
白
太
后
詔
有
司
曰
「
前
皇
太
后
與
昭
儀
俱
侍
帷
幄
、
姊
弟
專
寵
錮
寢
、
執
賊
亂
之
謀
、
殘
滅
繼
嗣
以
危
宗
廟
。

天
犯
祖
、
無
爲
天
下

母
之
義
。
貶
皇
太
后
爲
孝
成
皇
后
、
徙
居
北
宮
。」〈
晉
灼
曰
「
使
哀
帝
不
母
、
罪
之
也
。」〉

 

　

  

後
月
餘
、
復
下
詔
曰
「
皇
后
自
知
罪
惡
深
大
、
朝
請
希
闊
、
失
婦
道
、
無
共
養
之
禮
、
而
有
狼
虎
之
毒
、
宗
室
所
怨
、
海
內
之
讎
也
。
而
尚
在
小
君
之

位
、
誠
非
皇
天
之
心
。
夫
小
不
忍
亂
大
謀
、
恩
之
所
不
能
已
者
義
之
所
割
也
。
今
廢
皇
后
爲
庶
人
、
就
其
園
。」
是
日
自
殺
。

⑱　
『
論
衡
』
巻
三 
骨
相

 

　

  

夫
二
相
不
鈞
而
相
遇
、
則
有
立
死
。
若
未
相
適
、
有
豫
亡
之
禍
也
。
王
莽
姑
正
君
許
嫁
、
至
期
當
行
時
、
夫
輒
死
。
如
此
者
再
。
乃
獻
之
趙
王
、
趙
王

未
取
又
薨
。
清
河
南
宮
大
有
與
正
君
父

君
善
者
、
遇
相
君
、
曰
「
貴
爲
天
下
母
。」
是
時
、
宣
帝
世
、
元
帝
爲
太
子
、

君
乃
因
魏
郡
都
尉
納
之
太

子
、
太
子
幸
之
、
生
子
君
上
。
宣
帝
崩
、
太
子
立
、
正
君
爲
皇
后
、
君
上
爲
太
子
。
元
帝
崩
、
太
子
立
、
是
爲
成
帝
、
正
君
爲
皇
太
后
、
竟
爲
天
下
母
。

夫
正
君
之
相
、
當
爲
天
下
母
、
而
前
所
許
二
家
及
趙
王
、
爲
無
天
下
父
之
相
、
故
未
行
而
二
夫
死
、
趙
王
薨
。
是
則
二
夫
・
趙
王
無
帝
王
大
命
、
而
正

君
不
當
與
三
家
相
遇
之
驗
也
。

 

こ
の
ほ
か
、
偶
会
篇
も
同
じ
話
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。

⑲　
『
漢
書
』
巻
九
八 

元
后
伝 

 

　

  

及
壯
大
、
婉
順
得
婦
人
道
。
嘗
許
嫁
未
行
、
所
許
者
死
。
後
東
平
王
聘
政
君
爲
姬
、
未
入
、
王
薨
。
禁
獨
怪
之
、
使
卜
數
者
相
政
君
、「
當
大
貴
、
不
可

言
。」
禁
心
以
爲
然
、
乃
教
書
、
學
鼓
琴
。
五
鳳
中
、
獻
政
君
、
年
十
八
矣
、
入
掖
庭
爲
家
人
子
。

 

　

  　

ま
た
、
元
后
伝
と
『
論
衡
』
で
は
嫁
そ
う
と
し
た
王
が
異
な
り
、
元
后
伝
は
「
東
平
王
」、『
論
衡
』
は
「
趙
王
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
近
い
時

期
に
在
位
し
て
い
た
の
は
東
平
思
王 

劉
宇
（
在
位
：
前
五
二
年
〜
前
二
〇
年
）
と
趙
哀
王 

劉
高
（
在
位
：
前
六
六
年
二
月
〜
六
月
）
で
あ
る
が
、
元

后
が
十
八
歳
で
後
宮
に
入
っ
た
の
は
五
鳳
四
年
（
前
五
四
年
）
に
あ
た
る
た
め
、
い
ず
れ
も
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
黄
暉
『
論
衡
校
釋
』
は
、
平
干
繆
王 

劉
元
（
在
位
：
前
八
〇
年
〜
前
五
六
年
）
で
あ
れ
ば
没
年
が
適
合
す
る
こ
と
か
ら
、
元
后
伝
は
「
平
干
王
」
を
「
東
平
王
」
と
誤
り
、『
論
衡
』
は
平
干

繆
王
が
趙
敬
粛
王
の
孫
で
あ
る
た
め
に
「
趙
王
」
と
し
た
も
の
と
み
て
い
る
。

⑳　
『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
上 

孝
宣
霍
皇
后
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後
殺
許
后
事
頗
泄
、
顯
遂
與
諸
壻
昆
弟
謀
反
、
發
覺
、
皆
誅
滅
。
使
有
司
賜
皇
后
策
曰
「
皇
后
熒
惑
失
道
、
懷
不
德
、
挾
毒
與
母
博
陸
宣
成
侯
夫
人
顯

謀
欲
危
太
子
、
無
人
母
之
恩
、
不
宜
奉
宗
廟
衣
服
、
不
可
以
承
天
命
。
烏
呼
傷
哉
。
其
退
避
宮
、
上
璽
綬
有
司
。」
霍
后
立
五
年
、
廢
處
昭
臺
宮
。

㉑　
『
漢
書
』
巻
六
八 

霍
光
伝

 

　

光
以
其
書
視
丞
相
敞
等
、
擢
郎
爲
九
江
太
守
、
即
日
承
皇
太
后
詔
、
遣
行
大
鴻
臚
事
少
府
樂
成
・
宗
正
德
・
光
祿
大
夫
吉
・
中
郎
將
利
漢
迎
昌
邑
王
賀
。

㉒　
『
漢
書
』
巻
六
八 

霍
光
伝

 

　

  

尚
書
令
復
讀
曰
「
…
…
宗
廟
重
於
君
、
陛
下
未
見
命
高
廟
、
不
可
以
承
天
序
、
奉
祖
宗
廟
、
子
萬
姓
，
當
廢
。
…
…
」
皇
太
后
詔
曰
「
可
。」
光
令
王
起

拜
受
詔
、
王
曰
「
聞
天
子
有
爭
臣
七
人
、
雖
無
道
不
失
天
下
。」
光
曰
「
皇
太
后
詔
廢
、
安
得
天
子
。」
乃
即
持
其
手
、
解
脫
其
璽
組
、
奉
上
太
后
、
扶

王
下
殿
、
出
金
馬
門
、
羣
臣
隨
送
。

㉓　
『
漢
書
』
巻
六
八 

霍
光
伝

 

　

  

光
遂
復
與
丞
相
敞
等
上
奏
曰
「
…
…
孝
武
皇
帝
曾
孫
病
已
、
武
帝
時
有
詔
掖
庭
養
視
、
至
今
年
十
八
、
師
受
詩
・
論
語
・
孝
經
、
躬
行
節
儉
、
慈
仁
愛

人
、
可
以
嗣
孝
昭
皇
帝
後
、
奉
承
祖
宗
廟
、
子
萬
姓
。
臣
昧
死
以
聞
。」
皇
太
后
詔
曰
「
可
。」
光
遣
宗
正
劉
德
至
曾
孫
家
尚
冠
里
、
洗
沐
賜
御
衣
、
太

僕
以

獵
車
迎
曾
孫
就
齋
宗
正
府
、
入
未
央
宮
見
皇
太
后
、
封
爲
陽
武
侯
。

㉔　
『
漢
書
』
巻
六
八 

霍
光
伝

 

　

大
司
馬
大
將
軍
光
宿
衞
忠
正
、
宣
德
明
恩
、
守
節
秉
誼
、
以
安
宗
廟
。

㉕　
『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
傳
下 

孝
成
許
皇
后

 

　

久
之
、
有
一
男
、
失
之
。
及
成
帝
即
位
、
立
許
妃
爲
皇
后
、
復
生
一
女
、
失
之
。

㉖　

元
城
王
氏
の
「
五
侯
」
の
一
人
で
あ
る
平
阿
侯
王
譚
の
子
に
同
名
の
「
王
仁
」
が
い
る
。
元
后
伝
に
よ
れ
ば
趙
昭
儀
自
殺
の
後
に
「
及
平
阿
侯
仁
臧
匿

趙
昭
儀
親
屬
、皆
就
國
。」
と
、趙
昭
儀
の
親
属
を
匿
っ
た
こ
と
を
理
由
に
就
国
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
趙
皇
后
を
立
て
る
た
め
の
根
回
し
を
し
て
お
き
な
が

ら
、
後
に
廃
后
許
氏
か
ら
左
皇
后
に
立
て
る
た
め
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
淳
于
長
の
例
も
あ
る
た
め
、
王
仁
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
別
人
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

㉗　
『
漢
紀
』
孝
成
皇
帝
紀
三 

永
始
元
年
条
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是
先
諫
大
夫
王
仁
上
疏
言
「
臣
聞
立
后
妃
者
、
王
教
之
大
端
、
三
綱
之
本
理
、
治
道
所
由
廢
興
也
、
社
稷
所
以
存
亡
也
。
故
夏
之
興
也
以
塗
山
、
亡
也

以
妹
嬉
。
殷
之
興
也
以
有
娀
、
亡
也
以
妲
己
。
周
之
興
也
以
文
母
、
亡
也
以
褒
姒
。
夫
三
代
安
危
、
後
主
所
觀
。
是
以
聖
王
必
審
舉
措
、
察
操
行
、
以

計
勝
色
者
昌
、
以
色
勝
計
者
亡
。
無
鹽
・
宿
瘤
、
天
下
之
醜
女
也
。
齊
二
君
、
以
計
勝
色
、
立
爲
后
、
皆
以
折
衝
安
國
。

 

　

  

今
許
后
以
罪
廢
、
遂
事
已
往
、
於
是
欲
立
后
妃
。
宜
得
殊
異
於
前
、
上
當
奉
宗
廟
、
下
令
萬
民
有
所
法
則
。
河
魴
・
河
鯉
、
齊
姜
・
宋
子
、
詩
人
所
高
。

萬
乘
之
主
、
當
久
長
、
非
一
切
畢
決
目
前
者
。
驪
姬
亂
晉
、
吳
姬
危
趙
、
夫

妾
、
非
天
下
之
母
、
爲
翫
弄
可
也
。
昔
姜
后
崇
禮
、
宣
王
中
興
。
樊
姬

正
言
、
楚
莊
成
霸
。
願
留
思
察
小
臣
惓
惓
之
心
。」
上
不
聽
、
竟
立
之
。

㉘　

た
だ
し
、『
史
記
』
外
戚
世
家
序
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

㉙　

後
掲
の
劉
向
伝
に
は
成
書
年
次
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
伝
の
前
段
の
昌
陵
放
棄
は
永
始
元
年
（
前
一
六
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、
銭
穆
「
劉
向
歆

父
子
年
譜
」
は
同
年
に
『
列
女
傳
』・『
説
苑
』・『
新
序
』
の
成
書
を
置
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
三
書
が
同
時
に
成
り
立
っ
た
と
は
考
え
難
い
た
め
、
先
行

研
究
で
は
そ
の
前
後
関
係
に
注
意
し
な
が
ら
、『
列
女
傳
』
に
つ
い
て
は
や
や
幅
を
と
っ
た
成
立
年
を
想
定
し
て
い
る
。
池
田
一
九
九
一
は
陽
朔
〜
永
始
の

間
（
前
二
四
〜
前
一
三
年
）、
下
見
一
九
八
九
は
「
劉
向
六
〇
才
代
半
ご
ろ
（
前
一
四
年
前
後
）
で
は
な
い
か
」
と
見
て
い
る
。

 

　

王
仁
の
上
疏
は
、
記
事
が
「
先
是
」
か
ら
始
ま
る
た
め
に
時
期
が
確
定
で
き
な
い
が
、
許
氏
廃
后
の
鴻
嘉
三
年
（
前
一
八
年
）
と
趙
氏
立
后
の
永
始
元

年
の
間
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
列
女
傳
』
成
書
の
各
説
の
範
囲
内
で
あ
る
。

 

　

上
疏
で
引
く
故
事
の
内
容
は
『
列
女
傳
』
と
は
矛
盾
し
な
い
た
め
、
王
仁
が
『
列
女
傳
』
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仮
定

が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、『
列
女
傳
』
成
書
の
下
限
を
永
始
元
年
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、そ
の
検
証
に
は
さ
ら
な
る
文
献
学
的
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
一
つ
の
可
能
性
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
。

㉚　
『
漢
書
』
巻
三
六 

劉
向
伝

 

　

  

向
睹
俗
彌
奢
淫
、
而
趙
・
衞
之
屬
起
微
賤
、
踰
禮
制
。
向
以
爲
王
教
由
內
及
外
、
自
近
者
始
。
故
採
取
詩
書
所
載
賢
妃
貞
婦
、
興
國
顯
家
可
法
則
、
及

嬖
亂
亡
者
、
序
次
爲
列
女
傳
、
凡
八
篇
、
以
戒
天
子
。

㉛　
『
漢
書
』
巻
七
七 

劉
輔
伝

 

　

  

會
成
帝
欲
立
趙
倢
伃
爲
皇
后
、
先
下
詔
封
倢
伃
父
臨
爲
列
侯
。
輔
上
書
言
「
臣
聞
天
之
所
與
必
先
賜
以
符
瑞
、
天
之
所
違
必
先
降
以
災
變
、
此
神
明
之
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徵
應
、
自
然
之
占
驗
也
。
昔
武
王
・
周
公
承
順
天
地
、
以
饗
魚
烏
之
瑞
、
然
猶
君
臣
祗
懼
、
動
色
相
戒
、
況
於
季
世
、
不
蒙
繼
嗣
之
福
、
屢
受
威
怒
之

異
者

。
雖
夙
夜
自
責
、
改
過
易
行
、
畏
天
命
、
念
祖
業
、
妙
選
有
德
之
世
、
考
卜
窈
窕
之
女
、
以
承
宗
廟
、
順
神
祇
心
、
塞
天
下
望
、
子
孫
之
祥
猶

恐
晚
暮
。
今
乃
觸
情
縱
欲
、
傾
於
卑
賤
之
女
、
欲
以
母
天
下
、
不
畏
于
天
、
不

于
人
、
惑
莫
大
焉
。
里
語
曰
「
腐
木
不
可
以
爲
柱
、
卑
人
不
可
以
爲

主
。」
天
人
之
所
不
予
、
必
有
禍
而
無
福
、
市
道
皆
共
知
之
、
朝
廷
莫
肯
壹
言
、
臣
竊
傷
心
。
自
念
得
以
同
姓
拔
擢
、
尸
祿
不
忠
、
汚
辱
諫
爭
之
官
、
不

敢
不
盡
死
、
唯
陛
下
深
察
。」
書
奏
、
上
使
侍
御
史
收
縛
輔
、
繫
掖
庭
祕
獄
、
羣
臣
莫
知
其
故
。

32　
『
漢
書
』
巻
八
一 
匡
衡
伝

 

　

  

臣
又
聞
之
師
曰
「
妃
匹
之
際
、
生
民
之
始
、
萬
福
之
原
。」
婚
姻
之
禮
正
、
然
後
品
物
遂
而
天
命
全
。
孔
子
論
詩
以
關
雎
爲
始
、
言
太
上
者
民
之
父
母
、

后
夫
人
之
行
不
侔
乎
天
地
、
則
無
以
奉
神
靈
之
統
而
理
萬
物
之
宜
。
故
詩
曰
「
窈
窕
淑
女
、
君
子
好
仇
。」
言
能
致
其
貞
淑
、
不
貳
其
操
、
情
欲
之
感
無

介
乎
容
儀
、
宴
私
之
意
不
形
乎
動
靜
、
夫
然
後
可
以
配
至
尊
而
爲
宗
廟
主
。
此
綱
紀
之
首
、
王
教
之
端
也
、
自
上
世
已
來
、
三
代
興
廢
、
未
有
不
由
此

者
也
。
願
陛
下
詳
覽
得
失
盛
衰
之
效
以
定
大
基
、
采
有
德
、
戒
聲
色
、
近
嚴
敬
、
遠
技
能
。

33　
『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
下 

孝
成
趙
皇
后

 

　

  

及
壯
、
屬
陽
阿
主
家
、
學
歌
舞
、
號
曰
飛
燕
。
成
帝
嘗
微
行
出
、
過
陽
阿
主
、
作
樂
。
上
見
飛
燕
而
說
之
、
召
入
宮
、
大
幸
。
有
女
弟
復
召
入
、
俱
爲

倢
伃
、
貴
傾
後
宮
。

34　
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
「
漢
初
妃
后
多
出
微
賤
」

35　
『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
下 

孝
成
班
倢
伃

 

　

自
鴻
嘉
後
、
上
稍
隆
於
內
寵
。
倢
伃
進
侍
者
李
平
、
平
得
幸
、
立
爲
倢
伃
。
上
曰
「
始
衞
皇
后
亦
從
微
起
。」
乃
賜
平
姓
曰
衞
、
所
謂
衞
倢
伃
也
。

36　
『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
下 

孝
成
許
皇
后

 

　

  

后
聰
慧
、
善
史
書
、
自
爲
妃
至
即
位
、
常
寵
於
上
、
後
宮
希
得
進
見
。
皇
太
后
及
帝
舅
憂
上
無
繼
嗣
、
時
又
數
有
災
異
、
劉
向
・
谷
永
等
皆
陳
其
咎
在

於
後
宮
。
上
然
其
言
。
於
是
省
減
椒
房
掖
廷
用
度
。

37　
『
漢
書
』
巻
九
七 

外
戚
伝
下 

孝
成
許
皇
后

 

　

  

假
使
太
后
在
彼
時
不
如
職
、
今
見
親
厚
、
又
惡
可
以
踰
乎
。
皇
后
其
刻
心
秉
德
、
毋
違
先
后
之
制
度
、
力
誼
勉
行
、
稱
順
婦
道
、
減
省
羣
事
、
謙
約
爲
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右
。
其
孝
東
宮
、
毋
闕
朔
望
、
推
誠
永
究
、
爰
何
不
臧
。
養
名
顯
行
、
以
息
衆
讙
、
垂
則
列
妾
、
使
有
法
焉
。
皇
后
深
惟
毋
忽
。

38　
『
漢
書
』
巻
八
五 

谷
永
伝

 

　

  
奏
事
京
師
訖
、
當
之
部
、
時
有
黑
龍
見
東
萊
、
上
使
尚
書
問
永
、
受
所
欲
言
。
永
對
曰
「
…
…
建
始
・
河
平
之
際
、
許
・
班
之
貴
、
頃
動
前
朝
、
熏
灼

四
方
、
賞
賜
無
量
、
空
虛
內
臧
、
女
寵
至
極
、
不
可
上
矣
。
今
之
後
起
、
天
所
不
饗
、
什
倍
於
前
。
廢
先
帝
法
度
、
聽
用
其
言
、
官
秩
不
當
、
縱
釋
王

誅
、
驕
其
親
屬
、
假
之
威
權
、
從
橫
亂
政
、
刺
舉
之
吏
、
莫
敢
奉
憲
。
又
以
掖
庭
獄
大
爲
亂

、
榜

㿊
於
炮
格
、
絕
滅
人
命
、
主
爲
趙
・
李
報
德
復

怨
、
反
除
白
罪
、
建
治
正
吏
、
多
繫
無
辜
、
掠
立
迫
恐
、
至
爲
人
起
責
、
分
利
受
謝
。
生
入
死
出
者
、
不
可
勝
數
。
是
以
日
食
再
既
、
以
昭
其
辜
。
…
…
」

成
帝
性

而
好
文
辭
、
又
久
無
繼
嗣
、
數
爲
微
行
、
多
近
幸
小
臣
、
趙
・
李
從
微
賤
專
寵
、
皆
皇
太
后
與
諸
舅
夙
夜
所
常
憂
。
至
親
難
數
言
、
故
推
永

等
使
因
天
變
而
切
諫
、
勸
上
納
用
之
。
永
自
知
有
內
應
、
展
意
無
所
依
違
、
每
言
事
輒
見
答
禮
。

39　

厳
密
に
は
、
こ
れ
は
趙
皇
后
が
立
っ
た
後
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
趙
姉
妹
や
衛
倢
伃
（
李
平
）
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
彼
女
ら
が
寵
愛
を
受

け
て
い
た
の
は
趙
氏
立
后
前
か
ら
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
期
よ
り
懸
念
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

40　
『
列
女
傳
』
巻
一 

母
儀 

斉
女
傅
母

 

　

  

傅
母
見
其
婦
道
不
正
、
諭
之
云
「
子
之
家
、
世
世
尊
榮
、
當
爲
民
法
則
。
子
之
質
、
聰
達
於
事
、
當
爲
人
表
式
。
儀
貌
壯
麗
、
不
可
不
自
脩
整
。
衣
錦

絅
裳
、
飾
在
輿
馬
、
是
不
貴
德
也
。」

41　
『
列
女
傳
』
巻
一 

母
儀 

湯
妃
有
㜪

 

　

  

湯
妃
有
㜪
者
、
有
㜪
氏
之
女
也
。
殷
湯
娶
以
爲
妃
、
生
仲
壬
外
丙
、
亦
明
教
訓
、
致
其
功
。
有
㜪
之
妃
湯
也
、
統
領
九
嬪
、
後
宮
有
序
、
咸
無

逆

理
之
人
、
卒
致
王
功
。

42　
『
漢
書
』
巻
九
九 

王
莽
伝
上

 

　

  

莽
既
尊
重
、
欲
以
女
配
帝
爲
皇
后
、
以
固
其
權
、
奏
言
「
皇
帝
即
位
三
年
、
長
秋
宮
未
建
、
液
廷

未
充
。
乃
者
、
國
家
之
難
、
本
從
亡
嗣
、
配
取
不

正
。
請
考
論
五
經
、
定
取
禮
、
正
十
二
女
之
義
、
以
廣
繼
嗣
。
博
采
二
王
後
及
周
公
孔
子
世
列
侯
在
長
安
者
適
子
女
。」
事
下
有
司
、
上
衆
女
名
、
王
氏

女
多
在
選
中
者
。
莽
恐
其
與
己
女
爭
、
即
上
言
「
身
亡
德
、
子
材
下
、
不
宜
與
衆
女
並
采
。」
太
后
以
爲
至
誠
、
乃
下
詔
曰
「
王
氏
女
、
朕
之
外
家
、
其

勿
采
。」
庶
民
・
諸
生
・
郎
吏
以
上
守
闕
上
書
者
日
千
餘
人
、
公
卿
大
夫
或
詣
廷
中
、
或
伏
省
戶
下
、
咸
言
「
明
詔
聖
德
巍
巍
如
彼
、
安
漢
公
盛
勳
堂
堂
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若
此
、
今
當
立
后
、
獨
奈
何
廢
公
女
。
天
下
安
所
歸
命
。
願
得
公
女
爲
天
下
母
。」
莽
遣
長
史
以
下
分
部
曉
止
公
卿
及
諸
生
、
而
上
書
者
愈
甚
。
太
后
不

得
已
、
聽
公
卿
采
莽
女
。

43　

こ
の
件
を
含
む
、
民
衆
・
諸
生
に
よ
る
王
莽
支
持
の
運
動
に
つ
い
て
は
飯
田
二
〇
一
三
を
参
照
。

44　
『
漢
書
』
巻
九
九 

王
莽
伝
中

 

　

  

時
子
尋
爲
侍
中
京
兆
大
尹
茂
德
侯
、
即
作
符
命
、
言
新
室
當
分
陝
、
立
二
伯
、
以
豐
爲
右
伯
、
太
傅
平
晏
爲
左
伯
、
如
周
召
故
事
。
莽
即
從
之
，
拜
豐

爲
右
伯
當
述
職
西
出
、
未
行
、
尋
復
作
符
命
、
言
故
漢
氏
平
帝
后
黃
皇
室
主
爲
尋
之
妻
。
莽
以
詐
立
、
心
疑
大
臣
怨
謗
、
欲
震
威
以
懼
下
、
因
是
發
怒

曰
「
黃
皇
室
主
天
下
母
、
此
何
謂
也
。」
收
捕
尋
。
尋
亡
、
豐
自
殺
。

45　
『
漢
書
』
巻
九
八 

元
后
伝

 

　

  

司
徒
掾
班
彪
曰
、
三
代
以
來
、
春
秋
所
記
、
王
公
國
君
、
與
其
失
世
、
稀
不
以
女
寵
。
漢
興
、
后
妃
之
家
呂
・
霍
・
上
官
、
幾
危
國
者
數
矣
。
及
王
莽

之
興
、
由
孝
元
后
歷
漢
四
世
爲
天
下
母
、
饗
國
六
十
餘
載
、
羣
弟
世
權
、
更
持
國
柄
、
五
將
十
侯
、
卒
成
新
都
。
位
號
已
移
於
天
下
、
而
元
后
卷
卷
猶

握
一
璽
、
不
欲
以
授
莽
、
婦
人
之
仁
、
悲
夫
。

 

　

  

こ
の
ほ
か
、
元
后
と
「
母
」
に
関
し
て
は
、
建
平
四
年
（
前
三
年
）
の
「
四
年
春
、
大
旱
。
關
東
民
傳
行
西
王
母
籌
、
經
歷
郡
國
、
西
入
關
至
京
師
。

民
又
會
聚
祠
西
王
母
、
或
夜
持
火
上
屋
、
擊
鼓
號
呼
相
驚
恐
。」（『
漢
書
』
巻
一
一 

哀
帝
紀
）
と
い
う
事
件
を
、
王
莽
が
即
位
後
に
「
哀
帝
之
代
、
世

傳
行
詔
籌
、
爲
西
王
母
共
具
之
祥
、
當
爲
歷
代
母
、
昭
然
著
明
。」（
元
后
伝
）
と
し
て
お
り
、「
歴
代
の
母
た
る
べ
き
」
事
由
と
し
て
西
王
母
の
イ
メ
ー

ジ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
松
浦
二
〇
〇
八
・
馬
二
〇
一
七
参
照
。

46　
『
太
平
御
覽
』
巻
一
四
四
所
引
『
東
觀
漢
記
』
光
烈
陰
皇
后
伝

 

　

  

上
即
位
、
立
爲
貴
人
。
上
以
后
性
賢
仁
、
宜
母
天
下
、
欲
授
以
尊
位
。
后
輒
退
讓
、
自
陳
不
足
以
當
大
位
。

47　
『
後
漢
書
』
本
紀
一
〇 

皇
后
紀
上 

光
烈
陰
皇
后

 

　

  

十
七
年
、
廢
皇
后
郭
氏
而
立
貴
人
。
制
詔
三
公
曰
「
皇
后
懷
執
怨
懟
、
數
違
教
令
、
不
能
撫
循
它
子
、
訓
長
異
室
。
宮

之
內
、
若
見
鷹

。
既
無
關

雎
之
德
、
而
有
呂
・
霍
之
風
、
豈
可
託
以
幼
孤
、
恭
承
明
祀
。
今
遣
大
司
徒
涉
・
宗
正
吉
持
節
、
其
上
皇
后
璽
綬
。
陰
貴
人
鄉
里
良
家
、
歸
自
微
賤
。

自
我
不
見
、
于
今
三
年
。
宜
奉
宗
廟
、
爲
天
下
母
。
主
者
詳
案
舊
典
、
時
上
尊
號
。
異
常
之
事
、
非
國
休
福
、
不
得
上
壽
稱
慶
。」
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48　
『
後
漢
書
』
本
紀
一
〇 

皇
后
紀
上 

和
熹
鄧
皇
后

 
　

  
十
四
年
夏
、
陰
后
以
巫
蠱
事
廢
、
后
請
救
不
能
得
、
帝
便
屬
意
焉
。
后
愈
稱
疾
篤
、
深
自
閉
絕
。
會
有
司
奏
建
長
秋
宮
、
帝
曰
「
皇
后
之
尊
、
與
朕
同

體
、
承
宗
廟
、
母
天
下
、
豈
易
哉
。
唯
鄧
貴
人
德
冠
後
庭
、
乃
可
當
之
。」
至
冬
、
立
爲
皇
后
。

49　
『
續
漢
書
』
志
五 

礼
儀
志
中 

劉
昭
注
所
引
『
漢
官
典
儀
』
立
宋
皇
后
儀

 

　

  

維
建
寧
四
年
七
月
乙
未
、
制
詔
「
皇
后
之
尊
、
與
帝
齊
體
、
供
奉
天
地
、
祗
承
宗
廟
、
母
臨
天
下
。
故
有
莘
興
殷
、
姜
任
母
周
、
二
代
之
隆
、
蓋
有
內

德
。
長
秋
宮
闕
、
中
宮
曠
位
。
宋
貴
人
秉
淑
媛
之
懿
、
體
河
山
之
儀
、
威
容
昭
曜
、
德
冠
後
庭
。
羣
寮
所
咨
、
僉
曰
宜
哉
。
卜
之
蓍
龜
、
卦
得
承
乾
。

有
司
奏
議
、
宜
稱

組
、
以
母
兆
民
。
今
使
太
尉
襲
使
持
節
奉
璽
綬
、
宗
正
祖
爲
副
、
立
貴
人
爲
皇
后
。
后
其
往
踐
爾
位
、
敬
宗
禮
典
、
肅
慎
中
饋
、

無
替
朕
命
、
永
終
天
祿
。」

50　
『
後
漢
書
』
本
紀
一
〇 

皇
后
紀
下
霊
帝
宋
皇
后

 

　

  

帝
後
夢
見
桓
帝
怒
曰
「
宋
皇
后
有
何
罪
過
、
而
聽
用
邪

、
使
絕
其
命
。
勃
海
王

既
已
自
貶
、
又
受
誅
斃
。
今
宋
氏
及

自
訴
於
天
、
上
帝
震
怒
、

罪
在
難
救
。」
夢
殊
明
察
。
帝
既
覺
而
恐
、
以
事
問
於
羽
林
左
監
許
永
曰
「
此
何
祥
。
其
可
攘
乎
。」
永
對
曰
「
宋
皇
后
親
與
陛
下
共
承
宗
廟
、
母
臨
萬

國
、
歷
年
已
久
、
海
內
蒙
化
、
過
惡
無
聞
。
而
虛
聽
讒
妬
之
說
、
以
致
無
辜
之
罪
、
身
嬰
極
誅
、
禍
及
家
族
、
天
下
臣
妾
、
咸
爲
怨
痛
。
勃
海
王

、

桓
帝
母
弟
也
。
處
國
奉
藩
、
未
嘗
有
過
。
陛
下
曾
不
證
審
、
遂
伏
其
辜
。
昔
晉
侯
失
刑
、
亦
夢
大
厲
被
髮
屬
地
。
天
道
明
察
、
鬼
神
難
誣
。
宜
并
改
葬
、

以
安
冤
魂
。
反
宋
后
之
徙
家
、
復
勃
海
之
先
封
、
以
消
厥
咎
。」
帝
弗
能
用
、
尋
亦
崩
焉
。

51　
『
三
國
志
』
巻
三
四 

蜀
書
四 

二
主
妃
子
伝 

先
主
穆
皇
后

 

　

  

章
武
元
年
夏
五
月
、
策
曰
「
朕
承
天
命
、
奉
至
尊
、
臨
萬
國
。
今
以
后
爲
皇
后
、
遣
使
持
節
丞
相
亮
授
璽
綬
、
承
宗
廟
、
母
天
下
、
皇
后
其
敬
之
哉
。」

52　
『
漢
書
』
巻
九
九 

王
莽
伝
上

 

　

  

父
子
之
親
天
性
自
然
、
欲
其
榮
貴
甚
於
爲
身
、
皇
后
之
尊
侔
於
天
子
、
當
時
之
會
千
載
希
有
、
然
而
公
惟
國
家
之
統
、
揖
大
福
之
恩
、
事
事
謙
退
、
動

而
固
辭
。

53　
『
白
虎
通
義
』
巻
一
〇 

嫁
娶

 

　

  

妻
妾
者
、
何
謂
。
妻
者
、
齊
也
、
與
夫
齊
體
。
自
天
子
下
至
庶
人
、
其
義
一
也
。
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54　
『
後
漢
書
』
本
紀
一
〇 

皇
后
紀
上 

明
德
馬
皇
后

 
　

  
建
初
元
年
、
帝
欲
封
爵
諸
舅
、
太
后
不
聽
。
明
年
夏
、
大
旱
、
言
事
者
以
爲
不
封
外
戚
之
故
、
有
司
因
此
上
奏
、
宜
依
舊
典
。
太
后
詔
曰
「
凡
言
事
者

皆
欲
媚
朕
以
要
福
耳
。
昔
王
氏
五
侯
同
日
俱
封
、
其
時
黃
霧
四
塞
、
不
聞
澍
雨
之
應
。
又
田
蚡
・
竇
嬰
、
寵
貴
橫
恣
、
傾
覆
之
禍
、
爲
世
所
傳
。
故
先

帝
防
慎
舅
氏
、
不
令
在
樞
機
之
位
。
諸
子
之
封
、
裁
令
半
楚
・
淮
陽
諸
國
、
常
謂
「
我
子
不
當
與
先
帝
子
等
」。
今
有
司
柰
何
欲
以
馬
氏
比
陰
氏
乎
。
吾

爲
天
下
母
、
而
身
服
大
練
、
食
不
求
甘
、
左
右
但
著
帛
布
、
無
香
薰
之
飾
者
、
欲
身
率
下
也
。
以
爲
外
親
見
之
、
當
傷
心
自

、
但
笑
言
太
后
素
好
儉
。

前
過
濯
龍
門
上
、
見
外
家
問
起
居
者
、
車
如
流
水
、
馬
如
游
龍
、
倉
頭
衣
綠
褠
、
領
袖
正
白
、
顧
視
御
者
、
不
及
遠
矣
。
故
不
加
譴
怒
、
但
絕
歲
用
而

已
、
冀
以
默
愧
其
心
、
而
猶
懈
怠
、
無
憂
國
忘
家
之
慮
。
知
臣
莫
若
君
、
況
親
屬
乎
。
吾
豈
可
上
負
先
帝
之
旨
、
下
虧
先
人
之
德
、
重
襲
西
京
敗
亡
之

禍
哉
。」
固
不
許
。

55　
『
後
漢
書
』
列
伝
四
七 

李
雲
伝

 

　

  

桓
帝
延
熹
二
年
、
誅
大
將
軍
梁
冀
、
而
中
常
侍
單
超
等
五
人
皆
以
誅
冀
功
並
封
列
侯
、
專
權
選
舉
。
又
立
掖
庭
民
女
亳
氏
爲
皇
后
、
數
月
閒
、
后
家
封

者
四
人
、
賞
賜
巨
萬
。
是
時
地
數
震
裂
、
衆
災
頻
降
。
雲
素
剛
、
憂
國
將
危
、
心
不
能
忍
、
乃
露
布
上
書
、
移
副
三
府
、
曰
「
臣
聞
皇
后
天
下
母
、
德

配
坤
靈
、
得
其
人
則
五
氏
來
備
、
不
得
其
人
則
地
動
搖
宮
。
比
年
災
異
、
可
謂
多
矣
、
皇
天
之
戒
、
可
謂
至
矣
。
高
祖
受
命
、
至
今
三
百
六
十
四
歲
、

君
期
一
周
、
當
有
黃
精
代
見
、
姓
陳
・
項
・
虞
・
田
・
許
氏
、
不
可
令
此
人
居
太
尉
・
太
傅
典
兵
之
官
。
舉

至
重
、
不
可
不
慎
。
班
功
行
賞
、
宜
應

其
實
。
梁
冀
雖
持
權
專
擅
、
虐
流
天
下
、
今
以
罪
行
誅
、
猶
召
家
臣

殺
之
耳
。
而
猥
封
謀
臣
萬
戶
以
上
、
高
祖
聞
之
、
得
無
見
非
。
西
北
列
將
、
得

無
解
體
。
孔
子
曰
「
帝
者
、
諦
也
。」
今
官
位
錯
亂
、
小
人
諂
進
、
財
貨
公
行
、
政
化
日
損
、
尺
一
拜
用
不
經
御
省
。
是
帝
欲
不
諦
乎
。」

56　
『
後
漢
書
』
列
伝
四
六 

陳
球
伝

 

熹
平
元
年
、
竇
太
后
崩
。
太
后
本
遷
南
宮
雲
臺
、
宦
者
積
怨
竇
氏
、
遂
以
衣
車
載
后
尸
、
置
城
南
市
舍
數
日
。
中
常
侍
曹
節
・
王
甫
欲
用
貴
人
禮
殯
、
帝

曰
「
太
后
親
立
朕
躬
、
統
承
大
業
。
詩
云
「
無
德
不
報
、
無
言
不
酬
。」
豈
宜
以
貴
人
終
乎
。」
於
是
發
喪
成
禮
。
及
將
葬
、
節
等
復
欲
別
葬
太
后
、
而
以

馮
貴
人
配

。
詔
公
卿
大
會
朝
堂
、
令
中
常
侍
趙
忠
監
議
。
太
尉
李
咸
時
病
、
乃
扶
輿
而
起
、
擣
椒
自
隨
、
謂
妻
子
曰
「
若
皇
太
后
不
得
配
食
桓
帝
、
吾

不
生
還
矣
。」
既
議
、
坐
者
數
百
人
、
各
瞻
望
中
官
、
良
久
莫
肯
先
言
。
趙
忠
曰
「
議
當
時
定
。」
怪
公
卿
以
下
各
相
顧
望
。
球
曰
「
皇
太
后
以
盛
德
良
家
、

母
臨
天
下
、
宜
配
先
帝
、
是
無
所
疑
。」
忠
笑
而
言
曰
「
陳
廷
尉
宜
便
操
筆
。」
球
即
下
議
曰
「
皇
太
后
自
在
椒
房
、
有
聰
明
母
儀
之
德
。
遭
時
不
造
、
援
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立
聖
明
、
承
繼
宗
廟
、
功
烈
至
重
。
先
帝
晏
駕
、
因
遇
大
獄
、
遷
居
空
宮
、
不
幸
早
世
、
家
雖
獲
罪
、
事
非
太
后
。
今
若
別
葬
、
誠
失
天
下
之
望
。
且
馮

貴
人
冢
墓
被
發
、
骸
骨
暴
露
、
與
賊
併
尸
、
魂
靈
汙
染
、
且
無
功
於
國
、
何
宜
上
配
至
尊
。」
忠
省
球
議
、
作
色
俛
仰
、
蚩
球
曰
「
陳
廷
尉
建
此
議
甚
健
。」

球
曰
「
陳
・
竇
既
冤
、
皇
太
后
無
故
幽
閉
、
臣
常
痛
心
、
天
下
憤
歎
。
今
日
言
之
、
退
而
受
罪
、
宿
昔
之
願
。」
公
卿
以
下
、
皆
從
球
議
。
李
咸
始
不
敢
先

發
、
見
球
辭
正
、
然
後
大
言
曰
「
臣
本
謂
宜
爾
、
誠
與
臣
意
合
。」
會
者
皆
爲
之
愧
。
曹
節
・
王
甫
復
爭
、
以
爲
梁
后
家
犯
惡
逆
、
別
葬
懿
陵
、
武
帝
黜
廢

衞
后
、
而
以
李
夫
人
配
食
。
今
竇
氏
罪
深
、
豈
得
合
葬
先
帝
乎
。
李
咸
乃
詣
闕
上
疏
曰
「
臣
伏
惟
章
德
竇
后
虐
害
恭
懷
、
安
思
閻
后
家
犯
惡
逆
、
而
和
帝

無
異
葬
之
議
、
順
朝
無
貶
降
之
文
。
至
於
衞
后
、
孝
武
皇
帝
身
所
廢
弃
、
不
可
以
爲
比
。
今
長
樂
太
后
尊
號
在
身
、
親
嘗
稱
制
、
坤
育
天
下
、
且
援
立
聖

明
、
光
隆
皇
祚
。
太
后
以
陛
下
爲
子
、
陛
下
豈
得
不
以
太
后
爲
母
。
子
無
黜
母
、
臣
無
貶
君
、
宜
合
葬
宣
陵
、
一
如
舊
制
。」
帝
省
奏
、
謂
曹
節
等
曰
「
竇

氏
雖
爲
不
道
、
而
太
后
有
德
於
朕
、
不
宜
降
黜
。」
節
等
無
復
言
、
於
是
議
者
乃
定
。

57　
『
通
典
』
巻
六
七 

礼
二
七 
皇
后
敬
父
母

 

　

  

後
漢
獻
帝
皇
后
父
、
屯
騎
校
尉
不
其
亭
侯
伏
完
朝
賀
公
庭
、
完
拜
如
衆
臣
。
及
皇
后
在
離
宮
、
后
拜
如
子
禮
。
三
公
八
座
議
、
或
以
爲
「
皇
后
天
下
之

母
也
、
完
雖
后
父
、
不
可
令
后
獨
拜
於
朝
。」

58　
『
後
漢
書
』
本
紀
一
〇 

皇
后
紀
上 

和
熹
鄧
皇
后

 

　

  

永
寧
二
年
二
月
、
寢
病
漸
篤
、
乃
乘
輦
於
前
殿
、
見
侍
中
・
尚
書
、
因
北
至
太
子
新
所
繕
宮
。
還
、
大
赦
天
下
、
賜
諸
園
貴
人
・
王
・
主
・
羣
僚
錢
布

各
有
差
。
詔
曰
「
朕
以
無
德
、
託
母
天
下
、
而
薄
祐
不
天
、
早
離
大
憂
。
延
平
之
際
、
海
內
無
主
、
元
元

運
、
危
於
累
卵
。
勤
勤
苦
心
、
不
敢
以
萬

乘
爲
樂
、
上
欲
不
欺
天
愧
先
帝
、
下
不
違
人
負
宿
心
、
誠
在
濟
度
百
姓
、
以
安
劉
氏
。
自
謂
感
徹
天
地
、
當
蒙
福
祚
、
而
喪
禍
內
外
、
傷
痛
不
絕
。
頃

以
廢
病
沈
滯
、
久
不
得
侍
祠
、
自
力
上
原
陵
、
加

逆
唾
血
、
遂
至
不
解
。
存
亡
大
分
、
無
可
柰
何
。
公
卿
百
官
、
其
勉
盡
忠
恪
、
以
輔
朝
廷
。」
三
月

崩
。

59　
『
後
漢
書
』
本
紀
六 

孝
質
帝
紀 

永
憙
元
年
条

 

　

  

五
月
甲
午
、
詔
曰
「
朕
以
不
德
、
託
母
天
下
、
布
政
不
明
、
每
失
厥
中
。
自
春
涉
夏
、
大
旱
炎
赫
、
憂
心
京
京
、
故
復
禱
祈
明
祀
、
冀
蒙
潤
澤
。
前
雖

得
雨
、
而
宿
麥
頗
傷
。
比
日
陰
雲
、
還
復
開
霽
。
寤
寐
永
歎
、
重
懷
慘
結
。
將
二
千
石
・
令
長
不
崇

和
、
暴
刻
之
爲
乎
。
其
令
中
都
官
繫
囚
罪
非
殊

死
考
未
竟
者
、
一
切
任
出
、
以
須
立
秋
。
郡
國
有
名
山
大
澤
能
興
雲
雨
者
、
二
千
石
長
吏
各

齊
請
禱
、
謁
誠
盡
禮
。
又
兵
役
連
年
、
死
亡
流
離
、
或
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支
骸
不
斂
、
或
停
棺
莫
收
、
朕
甚
愍
焉
。
昔
文
王
葬
枯
骨
、
人
賴
其
德
。
今
遣
使
者
案
行
、
若
無
家
屬
及
貧
無
資
者
、
隨
宜
賜

、
以
慰
孤
魂
。」

60　
『
後
漢
書
』
列
伝
三
八 

応
奉
伝

 

　

  
及
鄧
皇
后
敗
、
而
田
貴
人
見
幸
、
桓
帝
有
建
立
之
議
。
奉
以
田
氏
微
賤
、
不
宜
超
登
后
位
、
上
書
諫
曰
「
臣
聞
周
納
狄
女
、
襄
王
出
居
于
鄭
。
漢
立
飛

燕
、
成
帝
胤
嗣
泯
絕
。
母
后
之
重
、
興
廢
所
因
。
宜
思
關
睢
之
所
求
、
遠
五
禁
之
所
忌
。」
帝
納
其
言
、
竟
立
竇
皇
后
。

61　

渡
邉
一
九
九
五

参
考
文
献
（
著
者
五
十
音
順
）

【
日
文
論
考
】

飯
田
祥
子　

二
〇
一
三
「
王
莽
政
権
支
持
者
の
検
討
：
平
帝
期
に
お
け
る
王
莽
と
諸
生
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」『
東
洋
学
報
』
九
五
（
三
）

池
田
秀
三　

一
九
七
八
「
劉
向
の
学
問
と
思
想
」『
東
方
学
報 

京
都
』
五
〇

板
野
長
八　

一
九
九
五
『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』
岩
波
書
店

薄
井
俊
二　

一
九
九
八
「
前
漢
成
帝
期
の
后
妃
論
を
め
ぐ
っ
て
：
前
漢
末
期
に
お
け
る 

儒
家
的
后
妃
像
・
後
宮
像
の
提
案
」『
中
国
哲
学
論
集
』
二
四

遠
藤
祐
子　

一
九
九
四
「
天
子
の
教
化
と
父
母
の
教
化 : 
漢
代
の
家
庭
に
お
け
る
教
化
の
理
念
と
そ
の
実
践
に
つ
い
て
」『
立
命
館
文
学
』
五
三
七

岡
安
勇　
　

一
九
八
三
「
漢
魏
時
代
の
皇
太
后
」『
法
政
史
学
』
三
五

狩
野
直
禎　

一
九
六
六
「
王
莽
の
出
自
」『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
二
八

鎌
田
重
雄　

一
九
六
二
「
漢
代
の
後
宮
」『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
日
本
学
術
振
興
会

下
倉
渉　
　

二
〇
〇
一
「
漢
代
の
母
と
子
」『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
八

下
倉
渉　
　

二
〇
〇
三
「「
太
后
詔
曰
」
攷
」『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
九

下
見
隆
雄　

一
九
八
九
『
劉
向
『
列
女
伝
』
の
研
究
』
東
海
大
学
出
版
会

下
見
隆
雄　

二
〇
〇
八
『
儒
教
社
会
と
母
性
〈
増
補
版
〉』
研
文
出
版

谷
口
や
す
よ
一
九
七
八
「
漢
代
の
皇
后
権
」『
史
学
雑
誌
』
八
七
（
一
一
）
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谷
口
や
す
よ
一
九
八
〇
「
漢
代
の
「
太
后
臨
朝
」」『
歴
史
評
論
』
三
五
九

塚
本
剛　
　

二
〇
〇
三
「
漢
代
に
け
る
皇
太
后
の
再
検
討
」『
史
叢
』
六
九

平
松
明
日
香
二
〇
一
三
「
後
漢
時
代
の
太
后
臨
朝
と
そ
の
側
近
勢
力
」『
東
洋
史
研
究
』
七
二
（
二
）

平
松
明
日
香
二
〇
二
〇
「
武
帝
初
期
の
中
央
政
界
と
竇
太
后 : 

建
元
2
年
丞
相
・
大
尉
免
官
事
件
を
中
心
と
し
て
」『
古
代
文
化
』
七
二
（
一
）

福
井
重
雅　

二
〇
〇
五
『
漢
代
儒
教
の
史
的
研
究
』
汲
古
書
院

藤
川
正
数　

一
九
六
〇
『
魏
晋
時
代
に
お
け
る
喪
服
礼
の
研
究
』
敬
文
社

藤
川
正
数　

一
九
八
四
「
漢
代
に
お
け
る
后
妃
の
身
上
に
つ
い
て
：
礼
学
的
考
察
を
中
心
に
」『
東
方
学
』
六
七

藤
川
正
数　

一
九
八
五
『
漢
代
に
お
け
る
礼
学
の
研
究 

増
訂
版
』
風
間
書
房

保
科
季
子　

一
九
九
八
「  

前
漢
後
半
期
に
お
け
る
儒
家
礼
制
の
受
容 : 

漢
的
伝
統
と
の
対
立
と
皇
帝
観
の
変
貌
」
歴
史
と
方
法
編
集
委
員
会
編
『
歴
史
と
方

法
3 

方
法
と
し
て
の
丸
山
眞
男
』
青
木
書
店

保
科
季
子　

二
〇
〇
二
「
天
子
の
好
逑
：
漢
代
の
儒
教
的
皇
后
論
」『
東
洋
史
研
究
』
六
一
（
二
）

保
科
季
子　

二
〇
〇
四
「
漢
代
の
女
性
秩
序
：
命
婦
制
度
淵
源
考
」『
東
方
学
』
一
〇
八

保
科
季
子　

二
〇
〇
八
「
近
年
の
漢
代
「
儒
教
の
国
教
化
」
論
争
に
つ
い
て
」『
歴
史
評
論
』
六
九
九

松
浦
千
春　

二
〇
〇
八
「
王
莽
禅
譲
考
」『
一
関
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
四
二

森
紀
子　
　

二
〇
一
五
「
中
国
伝
統
社
会
に
お
け
る
〈
母
〉
の
役
割
」『
帝
京
史
学
』
三
〇

安
永
知
晃　

二
〇
一
五
「「
漢
家
の
制
」
と
皇
后
・
皇
太
后
：
漢
代
に
お
け
る
皇
帝
支
配
の
確
立
過
程
」『
史
林
』
九
八
（
六
）

安
永
知
晃　

二
〇
二
一
「
後
漢
に
お
け
る
皇
后
号
の
追
尊
：「
漢
家
の
制
」
と
「
元
始
故
事
」」『
古
代
文
化
』
七
二
（
四
）

渡
邉
義
浩　

一
九
九
五
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』
雄
山
閣
出
版

【
中
文
論
考
】

衛
広
来　

一
九
九
五
「
論
西
漢
的
宮

政
治
」『
文
史
哲
』
一
九
九
五
（
一
）
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黄
召
鳳
・
朱
柏
静
二
〇
一
七
「
浅
析
王
政
君
与
西
漢
後
期
外
戚
専
権
」『
綏
化
学
院
学
報
』
三
七
（
二
）

朱
子
彦　

一
九
九
七
「
略
論
中
国
皇
后
制
度
」『
上
海
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
一
九
九
七
（
四
）

張
海
丹　

二
〇
一
三
「
王
政
君
新
論
」『
華
北
水
利
水
電
学
院
学
報
（
社
科
版
）』
二
九
（
二
）

白
坤　
　

二
〇
一
六
「
漢
代
后
妃
問
題
研
究
綜
述
」『
中
国
史
研
究
動
態
』
二
〇
一
六
（
一
）

馬
怡　
　

二
〇
一
七
「
西
漢
末
年
”行
西
王
母
詔
籌
“
事
件
考
：
兼
論
早
期
的
西
王
母
形
象
及
其
演
変
」

簡
帛
網　

http://w
w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=2848

葉
秋
菊　

二
〇
一
九
「
論
秦
漢
時
期
皇
后
制
度
之
確
立
」『
鄭
州
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
五
二
（
三
）

劉
影
影　

二
〇
一
二
「
両
漢
皇
后
称
謂
初
探
」
河
北
師
範
大
学
碩
士
論
文

【
訳
注
】

池
田
秀
三　

一
九
九
一
『
説
苑
』
講
談
社

中
島
み
ど
り
二
〇
〇
一
『
列
女
伝
』
一
〜
三 
平
凡
社

山
崎
純
一　

一
九
九
七
『
列
女
伝
』
上
・
中
・
下　

明
治
書
院

〔
附
記
〕  

本
稿
は
二
〇
二
〇
年
九
月
の
六
朝
史
研
究
会
（
於
京
都
大
学
）
に
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。
席
上
に
お
い
て
助
言
を
頂
い
た
先
生

方
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
本
学
文
学
研
究
科
研
修
生
）


